
第
六
節

衆
議
院
議
員
選

挙
と
各
党
派

諸
党
振
の
動
向
と
各
級
選
挙

1 

衆
議
院
議
員
選
挙
と
県
会
議
員
選
挙

大
限
章
一
一
信
内
閣
下
で
行
わ
れ
た
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
五
月
の
第
一
二
回
衆
議
院
議
員
選
挙
（
以
下
総
選
挙

と
い
う
）
で
野
党
と
し
て
敗
れ
た
政
友
会
は
、

大
正
六
年
四
月
の
寺
内
内
閣
下
で
の
第
一
三
間
総
選
挙
で

一
六
五
議
席
を
獲
得
し
て
再
び
第
一
党
に
か
え
り
咲
い
た
。
し
か
し
、
兵
庫
県
で
は
政
友
会
の
力
は
強
く
な
く
、
こ
の
選
挙
で

も
当
選
者
は
憲
政
会
七
人
（
得
紫
率
四
三
・
二
%
）
・
国
民
党
四
人
（
向
二
九
・
二
%
）
に
対
し
、
政
友
会
は
一
一
人
（
同
一
九
・
一
一
一
%
）
に

す
ぎ
な
か
っ
た
。
神
戸
市
で
は
閏
民
党
一
人
（
同
一
一
一
凶
・
七
%
）
、
政
友
会
一
人
（
間
二
九
・
六
M
）
で
、
憲
政
会
（
同
一
一
一
一
一
・
二
Mm）、

中
立
（
同
一
二
・
五
%
）
は
い
ず
れ
も
落
選
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
米
騒
動
に
よ
っ
て
寺
内
正
毅
内
閣
が
倒
れ
、
大
正
七
年
九
月
、
原
敬
を
首
相
と
す
る
政
友
会
の
、
や
や
本
格
的
な

政
党
内
閣
が
成
立
す
る
と
、
政
友
会
は
鉄
道
敷
設
、
学
校
建
設
、
河
川
港
湾
改
修
な
ど
の
地
方
利
益
誘
導
に
よ
っ
て
急
速
に
そ

『
神
戸
叉
新
日
報
』
（
大
正
八
年
七
月
十
一
日
）
は
、
大
正
八
年
九
月
の
県
議
選
を
前
に
、
次
の
よ

う
に
指
摘
し
た
。

の
勢
力
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
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政
友
会
に
て
は
、
来
る
九
月
の
府
県
会
議
員
選
挙
準
備
と
し
て
先
頃
（
略
）
全
国
各
地
出
張
し
、
党
勢
拡
張
に
努
力
中
な
る

が
、
例
の
鉄
道
、
築
港
、
河
川
改
修
、
設
記
所
新
設
、
郵
便
局
設
置
仙
寺
、
各
地
相
応
な
る
地
方
問
題
を
以
て
其
地
方
有
力

者
の
引
入
に
努
め
た
る
結
果
、
党
勢
拡
張
上
極
め
て
有
効
な
る
成
績
を
挙
げ
た
れ
ば
、
府
県
会
議
員
の
改
選
に
は
従
来
稀

な
る
好
成
績
を
得
ん
と
の
確
信
を
得
た
る
尚

事
実

大
正
四
年
の
県
議
選
で
当
選
者
一
一
人
で
あ
っ
た
兵
路
県
の
政
友
会
は
八
年
の
改
選
で
は
一
六
人
へ
と
増
え
た
（
怒
政

人
公
の
前
身
で
あ
っ
た
同
志
会
は
二
四
人
か
ら
今
回
は
一
七
人
へ
、

国
民
党
は
一
五
人
か
ら
一

O
人
へ
と
い
ず
れ
も
減
少
し
た
）
。
翌
年
五
月
に

は
第
一
間
間
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
、
野
党
の
普
通
選
挙
（
以
下
排
出
遂
と
い
う
）
主
張
に
対
抗
し
た
政
友
会
の
政
策

に
よ
り
有
権
者
資
格
が
そ
れ
ま
で
の
夜
援
国
税
納
入
額
一

O
円
以
上
か
ら
一
一
一
円
以
上
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
と
と
も
に
与
党
に
有

利
な
小
選
挙
区
制
（
一
選
挙
区
定
良
一

l
一
一
人
）
で
行
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
与
党
政
友
会
の
大
勝
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
政
友
会

は
一
一
七
八
議
席
を
獲
得
し
て
絶
対
多
数
と
な
っ
た
。
得
票
率
で
も
五
五
・
八
%
と
他
党
を
は
比
例
し
た
。
兵
庫
県
で
も
前
回
当
選

言者党派の動向と各級選挙

者
二
人
で
あ
っ
た
政
友
会
は
一
挙
に
七
人
を
獲
得
し
、
得
票
率
で
も
問

0
・
五
%
と
前
聞
の
一
一
倍
以
上
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対

し
憲
政
会
、
悶
民
党
は
い
ず
れ
も
一
人
な
減
じ
、
得
票
率
も
大
幅
に
下
げ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
兵
庫
県
会
で
は
、
大
正
八
年
の
県
議
選
の
直
前
の
八
月
二
十
日
、
政
友
会
系
と
国
民
党
系
の
県
議

民
友
会
と

県
議
選

が
民
友
会
と
い
う
会
派
を
結
成
し
た
。

「
兵
庫
県
民
友
会
設
立
趣
意
書
」
に
よ
れ
ば
「
白
派
の
主
張
を
間
執
し

事
毎
に
紛
糾
を
来
し
、
（
略
）
若
し
獄
将
来
に
於
て
同
一
状
態
を
繰
返
さ
ん
か
、

mm
政
の
前
途
甚
だ
憂
ふ
べ
き
も
の
あ
る
」
（
『
又

第六節

新
』
大
正
八
年
入
月
十
二
日
）
こ
と
に
鑑
み
て
大
間
関
給
し
た
の
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
『
叉
新
』
（
大
正
八
年
入
月
一
一
一
日
）

t主

こ
の
建
前
と
は
逆
の
事
態
を
予
想
し
て
い
た
。
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県
会
に
於
け
る
政
問
問
両
派
議
員
は
、
所
属
を
呉
に
す
と
雌
も
ん
や
突
に
於
て
は
所
属
を
間
一
に
す
る
と
等
し
く
、
常
に
相
捉

携
し
て
滋
政
会
を
圧
迫
し
県
政
を
践
断
し
来
り
た
れ
ば
、
縦
令
民
友
会
な
組
織
し
た
り
と
す
る
も
口
ハ
従
来
よ
り
も
結
束
な

誰
闘
に
す
る
と
云
ふ
迄
に
て
、
県
民
の
利
害
幸
福
と
は
何
等
の
交
渉
を
有
せ
ず
。
夜
、
寧
ろ
従
来
は
窓
限
両
派
に
対
し
て

政
友
派
は
第
三
党
と
し
て
キ
ャ
ス
チ
ン
グ
ボ
ー
ト
を
怒
り
居
り
た
れ
ば
、
多
少
閉
廷
派
の
一
将
棋
を
緩
和
す
る
を
得
た
れ
ど

も
、
今
民
友
会
の
名
下
に
一
聞
と
為
り
、
其
結
束
を
弦
間
に
す
る
時
は
、
問
先
会
に
於
て
絶
対
多
数
を
制
し
、
勢
ひ
其
所
為

横
暴
に
出
る
を
免
れ
ざ
れ
ば
、
政
、
岡
両
派
の
鐙
勢
な
る
地
擦
の
山
県
民
は
利
益
を
受
く
べ
き
も
、
反
対
派
た
る
密
政
派
の

優
勢
な
る
地
盤
の
県
民
は
却
っ
て
不
利
益
を
蒙
る
べ
く
、
勢
ひ
党
争
を
激
烈
な
ら
し
め
、
追
っ
て
県
政
を
悦
乱
す
る
に
査

ら
ぢ
る
な
き
を
保
必
ず
。

こ
の
の
ち
の
県
会
を
み
る
と
『
叉
新
』
の
指
摘
の
方
が
当
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
す
な
わ
ち
、

八
年
九
月
の
県
議
選
で
当
選

し
た
政
友
会

六
人
と
国
民
党
…

0
人
を
合
せ
る
と
こ
六
人
で
、
密
政
会
一
七
人
を
圧
倒
し
て
い
た
が
、
改
選
後
の
氏
友
会
が

県
道
維
持
費
な
ど
で
諮
設
会
の
地
般
地
域
の
そ
れ
を
削
減
し
た
と
し
て
、
窓
政
会
県
議
の
’
斎
藤
千
次
郎
（
神
戸
市
選
出
）
は
翌
年

民
友
会
の
専
横
に
抗
議
し
て
県
参
事
会
員
を
昨
任
す
る
と
い
う
事
件
も
起
っ
た
。
民
友
会
は
州
叫
ん
い
川
な
人
材
を
活
用
し
て
県
政
調

査
を
組
織
的
に
行
い
、
間
以
会
運
営
に
活
服
し
た
か
ら
、
ん
法
政
派
も
九
年
三
月
県
政
研
究
会
を
設
置
し
て
こ
れ
に
対
抗
し
よ
う
と

し
た
。と

こ
ろ
で
、
悶
政
に
お
い
て
は
政
友
会
と
対
立
関
係
に
あ
っ
た
悶
民
党
が
、
県
会
で
提
訴
し
た
の
は
「
今
日
の
国
民
党
は
共

勢
力
部
弱
に
し
て
中
央
政
界
に
主
き
を
為
さ
ず
、
（
略
）
小
選
挙
区
制
実
施
の
暁
は
全
く
中
央
政
界
に
於
け
る
勢
力
を
失
慾
す
る

や
も
知
れ
ざ
れ
ば
、
（
略
）
政
友
会
と
合
同
す
る
の
利
益
な
る
を
密
か
に
感
知
せ
る
に
五
る
べ
く
、
近
来
会
地
に
於
て
政
割
合
同
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の
実
現
せ
ら
る
与
は
之
を
引
突
に
於
て
証
明
す
る
も
の
、
（
略
）

於
る
阿
党
を
見
る
に
、
政
友
会
は
中
央
政
界
に
於
て
は

勢
力
な
有
す
る
も
県
政
に
於
て
は
援
は
ず
、
国
民
党
は
中
央
に
於
て
勢
力
な
き
も
県
政
に
於
て
は
鐙
勢
な
れ
ば
、
両
派
相
合
同

し
中
央
地
方
何
者
に
於
て
絶
対
優
勝
権
在
得
ん
と
欲
す
る
い
（
『
又
新
』
大
民
八
年
八
月
一
一
一
日
）
も
の
と
見
ら
れ
て
い

し
か
し
、

民
友
会
の
そ
の
後
の
経
過
な
み
る
と
関
民
党
に
有
利
に
は
働
か
な
か
っ

大
正
九
年
末
の
県
会
開
会
期
に
は
政
友
会
は

人
と
な
り
十
年
末
に
は
二
七
人
、

十
二
年
九
月
の
改
選
で
は
三
五
人
と
単
独
で
絶
対
多
数
（
県
議
定
員
五
四
人
）
と
な
っ
て
い
っ

｝
れ
に
対
し
て

主

L
F
η
J
土
建
k
j
J
1
J

＼バ

L
F
4・
ご
ア
ェ
じ
＼
、

4

：

ノ

ノ

J

J

t

、L
比
一

f
L
lノ
J
J
イ
ノ
ノ
よ
オ
A
P
L
K
F
t／

の
改
選
で
は

（
甘
や
新
倶
楽
部
に
姿
合

変
え
て
い
た
が
）
五
人
と
澗
怒
し
て
い
っ
た
。

そ
の
硯
出
は
、
国
民
党
県
議
の
一
一
況
に
よ
れ
ば
、
間
同
友
ム
訟
を
政
党
が

で
利
用

し
な
い
と
い
う
控
訪
に
も
か
か
わ

：
1

1

i

p

｜

（

；

；

；

 

に
利
用
し
て

の
地
盤
を
食
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大

正
十

な
る
と

（
大
正
十
一
年
九
月
十
四
立
は
、
民
友
会
勢
力
は

L

ま
す
ま
す
拡
張
し
郡
部
の
村
会
議
員
ら
を
ぞ
く

せ
て
い
る
と
報
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
同
時
に
国
民
党
で
は
な
く
政
友
会
の
勢
力
拡
大
に
つ
な
が
る
も

諸党派の動向と各級選挙

の
で
あ

γ

っ
た
。

（
大
正
十
一
月
十
月
八
日
）
に
は
開
時
に
政
友
会
に
入
会
す
る
村
議
・
都
議
が
二
六

O
人

た
と
あ

の
勢
力
拡
張
が
ほ
ぼ
イ
コ
ー
ル
で
あ
る
こ
と

る
が
、
こ
の

二
年
一
一
月
、

で
政
友
会
勢
力
が
優

な
っ
た
結
果
、
町
村
長
の
発
議
で
有
馬
郡
民
友
倶
楽
部
が
組
織
さ
れ
た
こ
と
に
象
徴
的
に
一
部
さ
れ
て
い
た
。
政
策
面
に
お

い
て
も
、
民
友
会
は
政
友
会
の
杭
級
主
義
財
政
政
策
を
と

大

一
一
一
派
内
簡
と
し
て
窓
政
会
総

裁
加
藤
山
口
問
切
を
首
相
と
す
る
山
内
問
が
成
立
し
、
中
央
で
は
財
政
緊
縮
方
針
が
と
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
民
友
会
幹
部
は
mm

第六節

下
で

で
行
く
と
語
り
、
そ
の
方
針
の
も
と
で
九
月
に
県
政
調
査
を
完
了
し
、
知
事
の
緊
縮
方
針
と
対
決
し
よ
う
と

し
た
。
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政
界
再
編
と

県
議
の
動
向

こ
う
し
た
動
き
は
次
の
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
第
一
は
、
す
で
に
良
友
会
結
成
当
初
か
ら
『
叉
新
』
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
関
民
党
の
純
野
党
的
立
場
の
変
化
1
政
友
会
へ
の
す
り
寄
り
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
は
時
が
た
つ
に
つ
れ
悶
民
党
系
県
議
が
政
友
派
化
し
た
こ
と
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
国
民
党
内
部

で
の
分
裂
を
も
た
ら
す
。
大
正
十
年
十
一
月
、
早
く
も
神
戸
市
選
出
の
国
民
党
系
五
県
議
は
、
間
m
費
～
卒
業
に
関
す
る
分
別
法
が

市
に
有
利
に
解
決
し
た
の
を
機
に
民
友
会
を
脱
会
し
た
。
民
友
会
は
こ
れ
に
対
抗
し
、
憲
政
派
県
議
の
う
ち
四
人
に
働
き
か
け

て
中
正
聞
を
組
識
さ
せ
、
民
友
会
と
通
じ
さ
せ
て
多
数
を
確
保
し
て
い
っ
た
。
も
と
も
と
政
友
会
と
国
民
党
は
普
通
選
挙
を
め

ぐ
っ
て
対
立
関
係
に
あ
っ
た
。
と
く
に
民
友
会
結
成
の
翌
大
正
九
年
は
普
選
の
是
非
を
め
ぐ
っ
て
総
選
挙
が
行
わ
れ
た
ほ
ど
普

選
運
動
の
盛
り
上
っ
た
年
で
あ
っ
た
か
ら
、

『
又
新
』
も
総
選
挙
で
は
県
一
ト
国
民
党
は
憲
政
会
と
結
ん
で
政
友
会
と
対
抗
す
ベ

き
で
あ
る
と
加
公
告
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

第
二
は
、
地
方
政
派
の
中
央
政
党
へ
の
系
列
化
が
一
層
進
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
中
央
に
お
い
て
絶
対
多
数
の
大
政
友
会
が

臨
し
て
い
る
時
は
、
県
下
の
間
見
党
に
亀
裂
が
入
っ
て
も
、
そ
れ
は
民
友
会
に
と
っ
て
決
定
的
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
大
正

一
月
、
清
滞
内
閣
へ
の
支
持
の
是
非
を
め
ぐ
る
対
立
を
機
に
、
政
友
会
内
部
に
お
い
て
原
敬
死
後
に
対
立
を
、
深
め
つ
つ

あ
っ
た
高
橋
是
清
l
横
田
千
之
助
系
と
床
次
竹
次
郎
系
が
分
裂
し
て
、
前
者
は
政
友
会
、
後
者
は
政
友
本
党
と
な
っ
た
。
政
友

会
兵
庫
県
支
部
は
多
少
も
め
た
も
の
の
結
局
大
多
数
は
政
友
木
党
に
行
く
こ
と
に
な
り
、
政
友
会
支
部
を
解
散
し
て
、
ニ
月
政

友
本
党
支
部
合
発
足
さ
せ
て
い
っ
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
議
窓
一
一
一
派
内
閣
を
構
成
す
る
憲
政
会
・
政
友
会
・
卒
新
倶
楽
部
の
共

通
課
題
で
あ
っ
た
衆
議
院
議
員
選
挙
法
改
正
（
い
わ
ゆ
る
普
通
選
挙
法
）
が
実
現
す
る
と
対
立
が
顕
在
化
し
、
大
正
十
一
一
一
年
四
月
間

中
義
一
が
政
友
会
総
裁
に
な
っ
た
頃
か
ら
政
界
再
編
の
動
き
が
活
発
と
な
り
、
大
正
十
四
年
五
月
に
は
革
新
倶
楽
部
は
政
友
会

644 第一次大戦後の神戸第三i'jl:



と
合
同
し
た
。
他
方
、
政
友
本
党
は
間
年
夏
か
ら
政
友
会
と
合
間
し
よ
う
と
す
る
動
き
な
示
し
た
が
な
ら
ず
、
年
末
に
床
次
政

友
本
党
総
裁
は
政
友
会
と
合
同
せ
ず
と
発
表
し
た
。
こ
れ
に
対
し
中
橋
徳
五
郎
を
中
心
と
す
る
合
同
派
は
脱
党
し
て
翌
年
政
友

友
本
党
は
政
友
会
合
同
組
に
加
担
し
た
。

会
に
入
っ
た
。
こ
の
間
、
政
友
本
党
、
が
憲
政
会
と
提
携
す
る
な
ら
民
友
会
は
分
裂
が
必
然
と
｛
一
一
一
同
わ
れ
て
い
た
が
、
兵
庫
県
の
政

ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
、

か
く
し
て
政
友
会
は
県
会
で
絶
対
多
数
を
維
持
し
た
が
、

岡
・
村
間
関
部
道
の
県
道
編
入
と
改
修
工
事
や
但
馬
の
漁
港
設
践
を
め
ぐ
る
収
賄
事
件
で
民
友
会
の
首
領
で
あ
っ
た
千
葉
宮
次

郎
前
県
会
議
長
ら
が
収
取
さ
れ
る
大
疑
獄
事
件
が
起
き
、
こ
の
つ
民
友
会
積
年
の
ボ
ロ
」
を
め
ぐ
っ
て
山
脇
延
古
を
中
心
と
す

言者党派の動向と各級選挙第六節

る
民
友
会
改
造
論
が
台
頭
し
て
民
友
会
は
分
裂
し
た
。
他
方
、
憲
政
会
は

最初の普通選挙によるj照会議員選挙投主主
所（「又新A i昭和 2年雪月26日）

政
友
本
党
を
取
り
込
ん
で
昭
和
二
年
立
怒
民
政
党
と
な
り
、

八
月
に
は
民

政
党
兵
隊
保
安
部
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
の
普
選
に
よ
る
初
の

県
議
選
で
は
政
友
会
は
郡
部
を
中
心
に
一
一
三
人
を
獲
得
し
、
絶
対
多
数
の

第
一
党
を
維
持
し
た
が
、
民
政
党
も
市
部
を
中
心
に
一
七
人
を
獲
得
し
て

前
進
し
た
。
前
回
の
県
議
選
で
神
戸
市
か
ら
一
一
一
人
を
当
選
さ
せ
た
実
業
向

志
会
は
今
回
は
一
人
の
当
選
者
も
得
ら
れ
ず
、
や
が
て
政
友
会
に
吸
収
さ

れ
て
い
っ
た
。

か
く
し
て
政
・
氏
二
大
政
党
に
既
成
勢
力
は
系
列
化
し
て

ゆ
き
、
県
政
も
二
大
政
党
対
立
の
中
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

写真 46

」
の
よ
う
に
、
県
下
全
体
で
は
政
友
会
が
優
勢
で
あ
っ
た

非
政
友
各

派
の
地
盤

が
、
神
戸
市
で
は
表
川
・
付
表
5
の
よ
う
に
政
友
会
・
革

近代・ 2晃代歴史編N64ラ



新
倶
楽
部
合
間
以
前
は
、

国
民
党
（
革
新
倶
楽
部
）
が
優
勢
で
あ
り
、
窓
政
会
等
も
あ
わ
ぜ
た
非
政
友
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
と

は
い
っ
て
も
、
普
選
以
前
の
夜
接
国
税
納
入
が
有
権
者
資
格
と
な
っ
て
い
た
頃
に
は
、
必
ず
し
も
党
派
に
よ
っ
て
階
級
的
・
階

間
的
基
盤
が
決
定
的
に
町
内
な
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
大
正
八
年
の
野
添
宗
一
一
…
（
思
決
党
）
死
去
に
伴
う
衆
議
能
議
員

補
選
を
み
る
と
部
民
党
の
砂
間
前
一
政
候
嬬
に
は
地
域
団
体
の
ほ
か
に
理
授
業
組
合
が
支
援
し
、

政
会
）
候
補
に
は
一
一
一
常
町
商
工
会
、

対
立
候
補
の
野
田
文
一
郎
（
慾

花
濯
業
組
合
、
捺
染
業
組
合
な
ど
が
応
援
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
、
政
友
会
の
そ
れ
と
さ

で
あ
っ
て
、
由
民
党
系
で
は
、
大
本
藤
市
に
は
神
一
円
安
間
半
計
一
（
間
同
組
合
、

ほ
ど
大
き
な
支
持
基
盤
上
の
相
述
、
が
あ
っ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
何
年
の
県
議
選
候
捕
に
つ
い
て
も
い
え
る
こ
と

田
宮
卯
一
に
は
輸
入
米
穀
・
砂
糖
肉
、
旧
作
上
弥
作
に
は

米
殻
市
場
、
津
田
太
郎
に
は
医
師
会
が
、
密
政
会
系
の
上
山
林
吉
に
は
一
一
一
宮
市
附

海
員
協
会
・
船
主
何
回
会
が
、
中
立
の
竹
潟
悠
一
一
一
郎
に
は
呉
瓶
商
組
合
、

守
屋
九
郎
八
に
は
米
穀
開
業
組
合
が
、
そ
れ
ぞ
れ
応
援
し
て
い
た
。
こ
の

r!J 

』土
大
正

の
県
議
選
に
も
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
本

新
倶
楽
部
の
新
人
候
補
中
井
一
夫
に
は
木
炭
・
材
木
・
古
物
商
の
紛
合
や

県
授
業
者
、
が
、
憲
政
会
の
上
山
林
古
に
は
呉
服
商
・
酒
商
・
売
薬
商
・
線

賀
商
が
応
控
し
て
い
た
。

そ
し
て
こ
う
し
た
支
持
基
燥
の
類
似
性
が
、
同
派

議
や
代
議
士
が
あ
る
既
成
党
派
を
離
れ
て
他
の
既
成
党
派
に
移
る
こ
と

（
付
表
5
参
照
）
を
可
能
に
し
た
条
件
で
も
あ
っ
た
。

要
す
る
に
地
域
や
業

績
の
利
害
の
離
合
集
散
が
党
派
の
隊
合
集
散
な
規
定
し
、
党
派
の
利
害
の

3 

4 

神
戸
菜
穂
業
組
合
、
斎
藤
千
次
郎
に
は

（単位．人）

）

）
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離
人
句
集
散
が
逆
規
定
な
す
る
と
い
っ
た
相
互
規
定
関
係
、
も
た
れ
合
い
の

関
係
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
こ
れ
は
当

時
の
政
界
の
一
つ
の
側
閉
で
あ
っ
た
。
米
騒
動
前
後
か
ら
、
神
戸
市
を
含

む
大
都
市
で
は
明
ら
か
に
そ
れ
と
は
ち
が
っ
た
事
態
が
展
開
し
始
め
て
も

い
た
。
こ
の
新
し
い
局
面
は
、
第
一
次
大
晩
中
か
ら
興
隆
し
米
騒
動
以
後

本
格
化
す
る
労
働
運
動
等
に
よ
っ
て
引
き
起
こ

た
社
会
問
題
と
、
そ

れ
を
背
景
に

表
開
化
す
る
叫
品
目
、
選
問
題
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
た
。

2 

普
通
選
挙
運
動
の
展
開

諸党派の動向と各級選挙

普
通
選
挙
を
要
求
す
る
運
動
は
、
大
正
八
年
以
前

大
正
八
、
九
年
の

替
選
選
動
の
荷
揚

に
お
い
て
も
展
開
さ
れ
て
い
た
が
、
大
正
八
年
以

降
と
く
に
九
年
以
降
、
労
働
団
体
な
ど
を
中
心
に
大
き
く
展
開
さ
れ
た
。

大
正
八
年
二
月
十
六
日
、
神
戸
市
で
は
ニ
つ
の
普
選
演
説
会
が
開
か
れ

た。

一
つ
は
普
選
の
神
様
と
呼
ば
れ
た
尾
崎
行
雄
を
招
い
て
、
神
戸
普
選

第六節

期
成
同
盟
会
が
下
山
手
六
丁
目
の
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
舘
で
開
い
た
大
演

説
会
で
あ
る
。
こ
の
演
説
会
は
、
単
な
る
名
士
の
演
説
会
で
は
な
く
、
主

兵Jlffj尽会の政党別議員数
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工
が
立
ち
、
我
々
の
間
か
ら
労
働
大
臣
を
出
せ
と
絶
叫
す
る
。

尾崎行雄を招いた神戸普選期成向盟会主

催の演説会 c•叉新a 大IES 年 2 月 17 日〉

保
団
体
に
友
愛
会
神
戸
支
部
が
入
っ
て
い
た
こ
と
に
示

さ
れ
る
よ
う
に
労
働
者
的
色
彩
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
ず
賀
川
豊
彦
が
登
壇
し
っ
工
場
民
主
々
義
と
普
通
選

挙
L

と
題
し
て
開
会
の
辞
を
の
ベ
、
次
い
で
つ
普
通
選

挙
の
実
行
を
期
す
L

と
の
決
議
文
が
朗
読
さ
れ
た
。
続

い
て
葺
合
の
豆
腐
商
組
由
与
一
一
一
志
郎
が

J
Z
腐
屋
は
し

て
ゐ
る
が
、
普
通
選
挙
を
期
す
る
心
は
骸
骨
に
な
っ
て

も
溶
け
ぬ
」
と
熱
声
を
ふ
る
い
、

電
気
工
田
辺
一
が

っ
労
働
者
木
位
し
の
演
説
を
す
る
。
こ
の
頃
に
な
る
と

写主主 47

会
場
に
入
り
切
れ
な
い
者
、
が
三
百
名
に
も
な
っ
た
。
京

都
か
ら
応
援
に
来
た
織
物
工
の
演
説
が
終
る
と
ブ
ラ
シ

い
よ
い
よ
博
蛍
尾
崎
行
維
が
「
労
働
党
総
理
グ
」
の
戸
援
を
受

け
て
設
問
し
、
治
安
警
察
法
の
撤
廃
・
新
聞
紙
法
の
改
正
・
普
通
選
挙
の
実
現
を
語
る
頃
に
は
会
場
は
最
高
頂
に
達
し
た
。
こ

「
天
皇
陛

の
あ
と
印
刷
工
・
電
気
工
・
洋
服
職
人
や
友
愛
会
支
部
の
久
留
弘
一
一
一
が
こ
も
ご
も
立
っ
て
労
働
者
の
叫
び
な
あ
げ
、

下
万
歳
・
労
働
者
万
歳
」
の
川
町
び
の
中
、
演
説
会
は
終
了
し
た
。
他
方
、
湊
川
公
闘
で
は
関
阪
の
大
学
生
有
志
に
よ
る
自
動
車

演
説
会
が
行
わ
れ
、
司
会
者
は
三
千
人
と
も
見
ら
れ
た
聴
衆
を
前
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
枇
界
の
大
勢
で
あ
る
。
民
本
主
義
は

時
代
の
思
潮
で
あ
る
。
そ
し
て
此
吐
界
的
思
潮
に
順
応
せ
ん
と
し
て
普
通
選
挙
制
度
要
求
の
声
が
挙
っ
た
L

（
『
又
新
』
大
正
八
年
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二
月
十
七
日
）
と
演
説
し
た
。

第
四
二
議
会
を
前
に
し
た
向
年
十

月
二
十
三
日
に
は
楠
公
前
の
日
本
麟
場
で
、
神
戸
新
聞
雑
誌
協
会
の
発
会
式
を
兼
ね
た

神
戸
地
日
選
期
成
同
盟
会
演
説
会
が
開
か
れ
、
酒
井
粂
太
郎
（
治
洋
）
な
座
長
と
し
、

五
百
人
の
聴
衆
を
前
に
酒
井
浩
洋
・
賀
川
豊

彦
ら
が
演
説
を
し
た
の
ち
、

「
時
代
の
要
求
は
最
早
普
通
選
挙
実
施
の
遵
延
な
許
さ
ず
」
と
の
宣
言
需
を
採
択
し
た
。

翌
九
年
に
入
る
と
連
動
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。
ニ
月
一
日
に
は
社
会
改
造
・
政
界
本
新
を
う
た
う
暁
明
会
が
「
普
通
選
挙
詩

願
演
説
会
」
を
開
き
、
市
内
の
酒
井
浩
洋
・
西
見
芳
宏
や
、
清
瀬
一
郎
や
東
京
大
学
の
末
広
厳
太
郎
ら
の
演
説
が
あ
り
、
開
会

は
十
八
日
各
党
に
替
選
要
求
の
電
報
を
送
り
つ
け
た
。

四
日
に
は
友
愛
会
神
戸
支
部
の
普
選
要
求
雨
傘
行
列
が
、

八
日
に
は
関

商
労
働
連
盟
の
普
選
要
求
大
示
威
行
進
入

O
O人
が
賀
川
捜
彦
の
指
揮
の
も
と
湊
川
公
闘
を
出
発
し
て
キ
リ
ス
ト
教
青
年
会
舘

に
入
り
、
演
説
会
と
な
り
、
友
愛
会
神
戸
支
部
員
が
っ
金
銭
に
よ
ら
ず
、
悶
襲
に
よ
ら
ず
、
自
由
に
自
主
に
自
醒
め
た
る
労
働

者
は
選
挙
権
を
要
求
す
。
我
山
川
寸
は
人
格
者
で
あ
る
。
人
絡
者
た
る
我
杭
一
す
が
選
挙
権
を
要
求
す
る
は
当
然
で
あ
る
。
我
等
は
生
産

諸党派の1fr1Jr句と各級選挙

者
で
は
な
い
か
。
人
類
の

は
我
山
マ
に
よ
っ
て
で
は
な
い
か
？
も
し
宮
が
唯
一
の
政
治
の
標
準
で
あ
り
と
す
れ
ば
、
我

等
は
政
治
に
参
加
す
べ
き
第
一
者
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
『
又
新
』
大
正
九
年
二
月
九
日
）
と
高
ら
か
に

し
た
。

十
七
日
に
は
神
戸
新
開
雑
誌
協
会
と
神
戸
普
選
期
成
問
盟
会
は
連
合
大
会
を
開
き
、
決
議
文
を
上
京
委
員
に
送
っ
た
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
高
ま
っ
た
普
選
要
求
運
動
に
対
し
て
原
敬
政
友
会
内
閣
は
議
会
友
解
散
し
、
小
選
挙
区

神
戸
普
選
選

盤
の
活
動

制
の
下
で
大
勝
を
得
た
。
こ
の
結
果
、
普
選
法
の
実
現
は
遠
の
き
、
運
動
は
一
時
下
火
と
な
っ
た
が
、
翌
年

第六節

十
一
月
原
敬
が
刺
殺
さ
れ
て
高
橋
是
清
が
内
閣
を
引
継
い
で
開
か
れ
た
第
間
五
議
会
に
対
し
て
再
び
運
動
が
感
り
上
が
っ
て
き

た
。
大
正
十
一
年
一
月
二
十
九
日
、
大
阪
朝
日
、
大
阪
毎
日
、
大
阪
時
事
、
神
戸
、
神
戸
叉
新
の
各
新
聞
記
者
と
日
本
海
員
総
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ム
問
、
商
船
悶
忠
会
、
海
友
会
、
関
西
燐
寸
労
働
組
合
、
正
進
会
、

ッ
ク
救
済
会
、
神
戸
印
刷
工
組
合
、
電
気
機
械
工
組
合
の
代
表
者
が

集
ま
り
、
神
戸
普
選
連
盟
を
結
成
し
た
。
印
刷
工
組
合
の
久
留
弘

座
長
は
、
議
回
選
博
士
と
い
わ
れ
た
今
井
嘉
幸
や
賀
川
控
一
彦
も
そ
の
一

員
で
あ
る
と
報
告
し
た
。
一
一
月
五
日
の
全
一
割
普
選
デ
ー
に
は
市
内

カ
所
で
神
戸
普
選
大
会
が
聞
か
れ
た
。
こ
の
大
会
に
は
普
選
同
志
会

（
酒
井
治
洋
）
、
立
憲
輿
民
会
、
主
ム
口
新
正
会
、
暁
明
会
（
藤
原
米
造
）
等

の
ほ
か
に
砂
悶
章
一
政
（
国
民
党
）
、

野
田
文
一
郎
（
滋
政
会
）
の
代
議
士

も
加
わ
っ
た
。
同
日
に
は
仏
教
連
合
会
兵
庫
県
支
部
主
催
の
演
説
会

が
閃
か
れ
、
僧
侶
の
参
政
権
停
止
撤
廃
要
求
も
出
さ
れ
た
。
地
回
選
述

っ
弛
即
日
選
マ
ッ
チ
し
を
売
り
出
し
た
。
十
一
日
の
第
二
回
普
選
デ
ー
に
は
連
盟
主
催
の
も
と
「
普
選
要
求
神
戸
市
民
大
会
L

が
橋

盟
は
さ
ら
に
八
日
に
は
第
二
回
演
説
会
を
行
う
と
同
時
に
成
側
の

公
前
八
千
代
院
で
開
か
れ
た
。
こ
の
時
は
県
内
各
地
の
間
体
（
例
え
ば
加
磁
郡
理
髪
紹
ム
口
）
だ
け
で
な
く
、
岡
山
地
日
選
同
盟
会
な
ど

（会）

間
以
外
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
た
。
酒
井
治
洋
は
「
最
近
の
社
界
的
潮
流
に
は
、
労
働
運
動
と
者
選
要
求
の

一
つ
の
流
れ
が
あ
る
。

而
も
共
に
自
由
と
平
等
と
を
要
求
す
る
運
動
で
あ
る
が
、
先
づ
普
選
を
断
行
し
て
天
下
の
民
心
を
新
に
し
な
け
れ
ば
日
本
は
危

険
に
頗
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
L

と
述
べ
、
続
け
て
「
神
戸
市
会
の
醜
状
な
攻
撃
、

一
人
の
市
民
は
全
体
の
市
民
の
利
益
の
為

め
に
犠
牲
と
な
っ
て
運
動
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
し
を
述
べ
た
。
そ
し
て
こ
の
大
会
で
は
酒
井
、
久
留
ら
一

人
を
上
京 τョ
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委
員
に
指
名
し
、
二

日
に
予
定
さ
れ
た
普
選
法
案
の
議
会
上
程
当
日
、
決
議
文
を
各
党
本
部
と
貴
衆
両
院
議
長
に
突
き
付

け
る
こ
と
に
決
し
た
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
十
二
日
）
。
上
京
し
た
委
員
は
全
国
の
同
志
と
と
も
に
活
動
を
開
始
し
、
神
戸
普

選
代
表
の
赤
棒
隊
と
し
て
名
を
は
せ
た
が
、
そ
の
内
の
一
人
商
船
同
志
会
の
栗
田
喜
一
が
警
察
に
捕
ま
っ
た
り
、
酒
井
浩
洋
が

「
日
露
戦
後
に
お
け
る
（
日
比
谷
）
焼
打
事
件
や
シ
i
メ
ン
ス
事
件
前
後
群
衆
運
動
を
目
撃
し
た
小
生
に
も
恐
ら
く
今
次
の
如
き

警
戒
掠
り
な
見
た
こ
と
は
な
い
し
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
二
十
七
日
）
と
ぎ
っ
た
ほ
ど
の
厳
し
い
監
視
と
対
峠
し
て
激
し
い
運

動
を
展
開
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
時
も
、
憲
政
会
・
国
民
党
な
ど
の
提
出
し
た
池
田
選
法
案
は
否
決
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

諸党派の動向と各級選挙第六節

神
戸
地
自
選
連
盟
は
、
さ
ら
に
加
藤
友
三
郎
内
閣
成
立
の
情
勢
を
み

倒I基］謎怒大会 er叉新」大1£13年2月12臼〉

て
六
月
十
日
に
は
中
間
内
閣
反
対
決
議
を
打
電
し
、
翌
年
二
月
十

八
日
に
も
雄
日
選
即
行
民
衆
大
会
を
閉
山
惜
し
、
開
会
中
の
議
会
に
向

け
て
運
動
を
続
け
、

八
月
の
加
藤
内
閣
総
砕
職
の
直
後
に
は
山
本

内
閣
成
立
の
情
勢
に
対
し
て
、
傘
下
一
人
間
体
と
兵
庫
県
青
年
党
、

菩
ム
ロ
新
正
会
、
兵
庫
交
友
会
、
輿
民
会
仙
寺
の
代
表
と
と
も
に
「
変

態
内
閣
反
対
市
民
大
会
」
を
開
い
た
。

さ
ら
に
翌
十
三
年
二
月
十

一
日
に
は
革
新
倶
楽
部
、
憲
政
会
系
人
士
と
と
も
に
清
浦
内
閣
に

対
し
倒
開
設
窓
大
会
を
開
き
、
第
二
次
護
憲
運
動
に
参
加
し
て
い

写真 49

っ
た
。
向
年
二
月
に
行
わ
れ
た
第
二
本
田
総
選
挙
で
は
憲
政
会
、

分
裂
し
た
政
友
会
、
本
新
倶
楽
部
の
護
憲
一
一
一
派
が
勝
利
し
、
そ
の

近代・現代歴史綴W6ョz



内
閣
の
下
で
翌
十
四
年
一
一
一
月
勢
選
法
が
つ
い
に
成
立
し
た
。

五
月
十
日
神
戸
替
選
連
盟
は
懇
談
会
を
聞
い
た
。
集
ま
っ
た
者
は
、

神
戸
替
選
同
志
会
、
暁
明
会
、
西
神
戸
普
選
問
盟
会
、
菩
合
新
声
会
、
神
戸
立
憲
青
年
会
、
立
憲
輿
民
会
の
代
表
と
電
機
工
組

合
、
印
腿
工
組
合
、
燐
寸
工
組
合
、
海
員
組
合
、
商
船
同
志
会
な
ど
労
働
組
合
の
代
表
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
普
選
成
立
を
祝
賀

す
る
と
同
時
に
連
盟
は
解
散
を
つ
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
神
戸
市
に
お
い
て
普
選
法
が
成
立
す
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
州
折
は
あ

っ
た
が
労
働
組
合
が
他
の
政
界
革
新
団
体
と
と
も
に
替
選
実
現
の
た
め
の
共
同
組
織
に
よ
る
運
動
を
続
け
た
こ
と
は
注
目
し
て

よ
い
。

し
か
し
、
普
選
実
現
と
神
戸
普
選
連
盟
の
解
散
は
そ
の
共
通
関
標
と
共
同
組
織
の
喪
失
を
意
味
し
た
。
そ
し
て
普
選
法

を
成
立
さ
せ
た
議
会
は
、
問
時
に
左
翼
無
産
運
動
を
取
締
る
治
安
維
持
法
も
成
立
さ
せ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
労
働
組
合
や
労
働
者

の
政
治
運
動
は
、
階
級
的
政
治
運
動
と
し
て
純
化
す
る
傾
向
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。

海
員
刷
新
会
、
労
働
文
化
協
会
（
久
磁

弘一一一ら）、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
、

神
戸
思
想
研
究
会
な
ど
の
代
表
は
、

六
月
二
十
八
日
に
政
治
研
究
会
神
戸
支
部
を
発

足
さ
せ
た
。
無
産
政
一
党
の
結
成
は
間
近
に
迫
っ
て
い
た
。

3 

政
界
革
新
勢
力
の
台
頭
と
無
産
政
党
の
成
立

既
成
政
党
批
判

勢
力
の
台
頭

青
年
政
治
組
織
な
ど
政
界
革
新
を
目
指
す
政
社
は
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
が
、
品
川
田
選
運
動
の
高
ま
り
と

米
騒
動
以
後
よ
り
顕
在
化
す
る
社
会
問
題
を
背
景
に
政
界
革
新
運
動
も
新
し
い
様
相
を
幣
び
て
き
た
。

野
添
宗
三
死
去
に
と
も
な
う
大
正
八
年
の
衆
議
院
議
員
捕
選
に
際
し
て
は
、

「
選
挙
界
廓
新
団
L

な
る
も
の
を
組
織
し
よ
う

と
唱
え
る
も
の
が
あ
ら
わ
れ
、
彼
ら
は
今
井
嘉
幸
ら
の
後
援
を
得
て
酒
井
治
洋
を
推
薦
し
た
。
酒
井
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
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言者党派の動向と各級選挙第六節

に
放
間
選
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
立
候
補
の

で
も
ま
ず
民
本
主
義
と
普
通
選
挙
を
か
か
げ
た
。

し
か
し
、

そ
れ
に
加
え
て
彼
の
政
策
を
特
色
づ
け
た
も
の
は
労
働
者
擁
護
と

酒井浩洋宣言争議（＇叉新 A 大正8年9月27釘〕

労
働
組
合
公
認
論
そ
し
て
婦
人
の
地
伎
の
向
上
日
男
女
平
等
論
で

あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
主
義
に
も
と
さ
つ
い
て
華
族
蕗
止
を
も
主
張

し
た
。
こ
う
し
た
酒
井
に
対
し
て
は
女
性
活
動
家
や
川
崎
造
船
所

の
労
働
者
も
芯
援
し
た
。

ま
た
青
年
間
志
会
な
る
組
織
も
酒
井
を

応
援
し
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
青
年
を
中
心
と
し
、
既
成
政
党
と
一
線
を
闘
し
た
政

界
革
新
組
織
と
し
て
住
関
さ
れ
る
の
は
暁
明
会
、
神
戸
愛
筒
青
年

党
で
あ
っ
た
。

暁
明
会
は
、
大
正
八
年
、

「
真
正
国
家
主
義
」
を
掲
げ
、
普
、
選

写真 50

実
行
な
ど
の
政
治
革
新
を
目
指
し
て
川
瀬
正
継
ら
に
よ
っ
て
結
成

さ
れ
た
。
問
会
は
八
年
末
に
は
数
百
の
会
員
を
有
し
た
と
い
わ
れ
、

翌
年
か
ら
普
選
と
社
会
問
題
の
解
決
を
め
ざ
し
て
演
説
会
な
ど
の

活
動
を
行
っ
て
い
っ
た
。
大
正
十
年
に
入
る
と
こ
月
、
軍
備
制
限

を
主
張
し
て
い
た
尾
崎
行
維
を
招
い
て
講
演
会
を
開
き
、

「
軍
備
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しにも留 を立，が患 ざ 因 の 致悶

年有志設等青 之各年政党樹立背 せ し る 循定論 老人政党
天を な、あるにと

j下の ヨミ地年手f け 老人 る。 みの てしあで繁栄

運機 張すの れはに 援な弊言るの不伝

年政党樹背
る 間 な代にら 。為

には年有害市各省にのらり於ず 然め認
参繭 協河 側熟 機逝 ぬ。 米て 我等年て背 人老 し にる に庶政革己史 時勢
せ し し る 、共任

立促進宣なて て 今 ベ の到時勢 のく先 ｝設や ！日 に

てつ る語党語 店は量 当を童は＇ lfB 。 El る に さ5司き

な庫背z兵に音兵 のちはの可要す伴

ら 充 大任理怒が］主主要求裁在きるひぬち ,,, Z打

て＇の を 闘に は家遠国永
党 ゐ 機運 お政党 を到の既
をるに ふ 喜男ふ に

懸組織 。於は 準的樹をる能政党識潟
放て全 の ははの

制
限
促
進
会
」
結
成
計
闘
を
立
て
、
本
部
を
大
抜
朝
日
新
聞

青年政党樹立促進笈言 c•又新， ；九・正10年8月23日）

社
に
、
神
戸
支
部
を
暁
明
会
に
設
け
よ
う
と
し
、
一
一
…
月
半
ば

ま
で
に
は
暁
明
会
を
中
心
に
兵
庫
県
軍
縮
制
限
促
進
会
が
結

成
さ
れ
た
。
大
正
十
年
九
月
尾
崎
行
維
、
吉
野
作
造
、
島
出

三
郎
ら
は
軍
備
縮
小
同
士
山
会
を
結
成
し
た
が
、
や
が
て
そ
の

神
戸
支
部
が
つ
く
ら
れ
、
翌
年
三
月
に
は
尾
崎
ら
を
招
い
た
。

こ
の
方
〈
部
に
は
暁
明
会
も
中
心
的
団
体
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
八
月
、
同
会
は
青
年
政
党
樹
立
の
必
要
な
提
唱

し
、
上
（
図
幻
）
の
よ
う
な
原
案
を
発
表
し
た
。
こ
こ
に
は
、

青
年
を
中
心
と
す
る
政
界
革
新
勢
力
の
主
張
の
最
大
公
約
数

が
一
爪
さ
れ
て
い
た
。

関 27

焼
閉
会
の

活
動

暁
閉
会
の
、
大
正
十
一
年
八
月
に
改
正
さ
れ

た
「
綱
領
L

は
、
普
選
の
断
行
、
軍
備
の
縮

小
、
政
界
の
根
本
的
革
新
、

経
済
組
織
の
改
良
発
達
（
生
漆

大
正
十

年
八
月
二
十
七
日
）
。

の
奨
励
、
浪
費
の
制
裁
、
所
得
の
調
節
、
分
況
の
匡
正
、
共
存
精
神
の
紋
吹
）
、
税
制
の
改
革
、
人
種
の
平
等
な
う
た
っ
て
い
た
（
町
又
新
』

大
正
十
一
年
六
月
に
高
橋
是
清
政
友
会
内
閣
が
総
静
職
し
、

か
わ
っ
て
海
箪
大
院
で
あ
っ
た
海
軍
大
将
加
藤
友
三
郎
が
組
閣
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し
た
。
暁
明
会
は
非
政
党
内
閣
に
一
貫
し
て
反
対
し
て
き
た
か
ら
、
こ
の
組
閣
直
後
宣
言
を
草
し
て
、
と
く
に
第
二
党
で
あ
る

憲
政
会
が
政
権
獲
得
に
不
熱
心
で
あ
る
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
「
政
党
内
閣
擁
護
の
条
件
と
し
て
政
党
の
改
造
断
行
を
要
求
」

（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
六
月
十
日
）
し
た
。
こ
の
政
党
改
造
論
と
普
選
要
求
と
は
連
動
関
係
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
普
選
出
火
施
に
よ

る
政
党
と
議
会
の
改
造
、
そ
し
て
改
造
さ
れ
た
政
党
に
よ
る
政
党
内
閣
、
こ
れ
が
暁
開
閉
会
の
紋
略
目
深
で
あ
っ
た
。

し
た
が
っ

て
普
選
要
求
も
、
国
民
の
政
治
的
権
利
の
拡
大
そ
れ
P

れ
休
が
最
終
日
標
と
い
う
よ
り
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
閏
民
の
団
結
を
強
め

間
家
を
盤
盛
に
導
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
暁
間
閉
会
規
約
に
「
会
員
は
正
義
に
従
ひ
、
国
家
の

発
展
を
計
り
、
民
族
の
共
栄
に
努
力
す
一
と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
第
間
五
議
会
の
衆
議
誌
で
放
回
選
法
案
が

一
合
決
さ
れ
た
（
大
正
十

年
二
月
二
十
七
日
）
筏
後
に
暁
明
会
が
起
草
し
た
っ
闘
務
大
民
放
に
議
院
に
対
す
る
請
願
」
で
、
放
回
選
要

求
理
市
川
を
次
の
よ
う
に
示
し
た
の
も
ま
た
、
そ
の
こ
と
を
証
明
し
て
い
よ
う
。

今
や
内
外
の
時
局
重
大
に
し
て
国
民
の
和
茨
協
同

開
切
な
る
は
一
一
一
一
悶
な
侠
た
ず
。
然
る
に
普
通
選
挙
の
問
題
に
関
し
、
制
初

諸党派の動向と各級選挙

野
議
を
異
に
す
る
こ
と
弦
に
諜
年
、
国
民
と
立
法
府
と
其
意
思
の
液
隔
日
に
増
し
、
田
氏
其
の
帰
趨
に
迷
ふ
。
憲
政
の
援
〈

果
何
れ
の
日
に
か
之
を
期
せ
ん
。
我
等
不
敏
と
臨
も
、

の
陵
高
を
希
ひ
国
民
の
団
結
を
念
ふ
も
の
、
今
や
黙
し
て
座

視
す
る
に
忍
び
ざ
る
な
り
。
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
一
一
一
月
一
日
）

し
か
し
、
国
家
目
的
の
た
め
の
手
段
と
し
て
普
選
を
位
寵
づ
け
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
は
い
っ
て
も
、
暁
明
会
は
、
平
く
も
大

正
十
年
末
の
段
階
で
、
婦
人
参
政
権
問
題
の
検
討
を
し
よ
う
と
し
、
婦
人
の
意
見
も
開
こ
う
と
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
こ
と

第六節

は
注
目
に
憶
す
る
。
す
な
わ
ち
十
二
月
四
日
に
予
定
さ
れ
た
第
二
回
暁
明
会
意
見
交
換
会
に
は
「
婦
人
に
限
り
一
般
の
来
会
を

歓
迎
す
る
L

こ
と
に
し
、

「
普
通
選
挙
（
婦
人
参
政
権
獲
得
方
法
を
含
む
）
に
対
す
る
婦
人
の
意
見
如
何
」
「
夫
妻
防
相
互
に
趣
味
教

:ili{¥;;. ~晃代E主史総N6ララ



養
上
の
欠
簡
を
発
見
し
た
る
時
は
離
婚
す
べ
き
や
。

政
党
結
社
の

叉
他
に
相
当
の
友
な
択
ぶ
可
き
や
L

「
婦
人
政
談
の
自
由
、

自
由
獲
得
に
関
す
る
方
法
手
段
」
一

i

婦
人
外
出
を
簡
便
に
す
る
方
法
如
何
L

な
ど
を
議
題
に
し
よ
う
と
し
て
い
た
（
『
又
新
』
大
正

十
年
十
二
月
一
日
）
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
暁
明
会
の
主
要
メ
ン
バ

i
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、
新
聞
に
よ
り
推
測
で
き
る
者
は
、
次
の
と
お
り
で

永
山
～
ヲ
心
。

川
瀬
正
継
、
西
見
芳
宏
、
酒
井
浩
洋
、
高
原
操
、
金
子
伴
次
郎
、
藤
原
米
造
、
一
一
一
輪
強
、
熊
谷
康
次
郎
、
森
本
清
、
宮
川

節
郎
、
古
橋
嘉

こ
の
う
ち
森
本
清
は
市
会
部
議
長
と
し
て
市
会
改
革
を
唱
え
た
人
物
で
あ
り
、
市
川
見
も
市
政
革
新
を
唱
え
つ
つ
あ
っ
た
。
藤
原

米
造
は
熊
谷
康
次
郎
ら
と
と
も
に
や
が
て
神
戸
愛
国
青
年
党
を
結
成
す
る
に
い
た
る
。
酒
井
浩
洋
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
普

選
運
動
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
久
留
弘
一
一
一
や
松
任
克
己
な
ど
労
働
団
体
代
表
者
も
加
入
し
て
い
た
可
能
性
が

向
し、こ

の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
焼
明
会
は
、
放
日
選
を
最
大
の
共
通
日
擦
と
し
て
政
治
不
一
新
な
附
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
階
層
の
結
合

体
、
す
な
わ
ち
や
が
て
分
化
し
、

自
由
主
義
運
動
等
が
自
立
化
す
る
以
前
の
い
わ
ば
未
分
化
時
代
（
社
会
諸

無
産
政
党
運
動
、

運
動
の
青
春
時
代
）
の
改
造
団
体
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
暁
明
会
が
い
つ
解
散
し
た
の
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、

や
が
て
、
と
く
に
品
川
町
選
実
現
を
契
機
と
し
て
分
解
し
て
い
く
運
命
に
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

神
一
戸
愛
国
膏

年
党
の
活
動

暁
明
会
の
主
要
メ
ン
バ
ー
の

人
で
も
あ
っ
た
藤
原
米
造
（
第
五
節
3
参
照
）
は
、
大
正
十

の
第
一
五
回

総
選
挙
に
中
立
で
立
候
補
し
た
。
結
果
は
落
選
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
既
成
政
党
に
不
満
を
も
っ
若
い
サ
ラ
リ

656 第一次大戦後の神戸第三主主



ー
マ
ン
や
労
働
問
体
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
て
い
た
。
藤
原
は
翌
年
、

フ
身
を
立
て
よ
、
国
を
愛
せ
よ
、
五
に
助
け
よ
」
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
と
し
、
代
議
政
治
と
地
方
自
治
政
治
の
完
成
を
同
指
す
神
戸
愛
関
青
年
党
を
計
画
し
、
大
正
十
五
年
二
月
十
一
日
結
党

そ
し
て
、
菩
合
区
、
湊
東
匹
、
湊
商
区
、
林
田
須

大
会
を
催
し
た
。
げ
て
の
大
会
決
議
は
在
（
関
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

諮党派の動向と各級選挙第六節

決

議

一
、
少
数
階
級
に
よ
り
独
占
せ
ら
る
L
政
治
上
経
済
上
の

特
権
を
排
撃
し
、
以
て
民
衆
の
利
滋
な
擁
護
す
る
政
策

の
実
行
を
期
す
。

一
、
追
随
因
循
の
外
交
を
排
酬
明
し
、
我
民
族
の
発
達
と
繁

栄
の
為
め
人
道
に
基
く
自
主
的
外
交
の
確
立
を
期
す
。

一
、
政
治
と
財
閥
の
述
鎖
を
切
断
し
、
以
て
民
衆
を
基
礎

と
す
る
政
党
の
建
設
を
期
す
。

一
、
滋
政
殺
良
の
運
用
に
は
、
大
政
党
の
対
立
に
あ
る
こ

と
を
一
一
戸
川
じ
、
前
市
恨
の
自
的
を
迷
成
せ
ん
が
為
め
に
同
志

団
体
と
提
携
せ
ん
こ
と
を
期
す
。

一
、
米
る
べ
き
県
市
会
の
改
選
に
当
り
、
民
衆
に
立
仰
せ

る
候
補
者
を
擁
立
し
、
県
市
政
の
民
衆
的
改
本
を
実
現

せ
ん
こ
と
な
期
す
。

磨
区
、
郡
部
に
そ
れ
ぞ
れ
幹
事
と
評
議
員
を
お
い
た
。

神戸愛国青年党結成大会決議 c•又新」大正15年 2 月 12 日〕

同
党
は
急
速
に
党
問
凡
な
拡
大
し
た
様
子
で
、

年
後
の
昭
和

月
に
は
党
員
五
七
一
一
一

O
人
と
い
わ
れ
、
川
崎
、
一
一
一
菱
河

造
船
所
に
も
支
部
が
結
成
さ
れ
た
a

ま
た
二
月
に
は
問
党
の
穣

西
区
で
の
別
働
隊
で
藤
原
米
造
の
選
挙
応
援
団
体
で
あ
る
神
戸

純
政
会
が
発
会
し
た
。
こ
の
会
は
会
員
が
二
千
人
に
達
し
た
と

さ
れ
、
第
一
切
親
青
年
会
や
明
正
青
年
会
な
ど
の
役
員
、
会
員

に
よ
っ
て
発
起
さ
れ
た
と
い
う
。
同
党
は
ご
月
、
党
名
を
愛
用
問

自
由
党
と
改
称
し
、
七
月
に
は
湊
東
支
部
を
発
足
さ
せ
た
。
愛

由
自
由
党
は
市
中
央
政
治
だ
け
で
な
く
地
域
政
治
に
も
意
を
用
い

た
よ
う
で
あ
り
、
例
え
ば
、
経
営
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
た
川

崎
造
船
所
の
小
口
債
権
者
や
従
業
員
へ
の
未
払
い
問
題
に
対
し
、

図 28

昭
和
二
年
八
月
長
知
事
に
申
し
入
れ
や
｝
し
た
り
し
た
。
ま
た
向

党
は
他
の
政
界
革
新
団
体
と
さ
ま
ざ
ま
な
共
同
戦
線
を
結
成
し
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た
。
若
槻
飽
次
郎
憲
政
会
内
閣
の
も
と
で
、
大
正
十
五
年
、
憲
政
会
と
政
友
本
党
と
の
妥
協
が
不
成
立
に
終
り
、
反
対
に
政
友

会
と
政
友
本
党
が
、
天
皇
襲
撃
未
遂
事
件
で
あ
る
朴
烈
事
件
を
口
実
に
倒
閣
方
針
を
き
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
昭
和
二
年
に

入
り

の
妥
協
に
よ
り
解
散
総
選
挙
が
見
送
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
期
待
さ
れ
て
い
た
初
の
普
通
選
挙
が
先
送
り
さ
れ
る
事
態

が
生
じ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
神
戸
愛
国
青
年
党
の
藤
原
米
造
、
国
民
倶
楽
部
の
井
口
良

、
説
日
選
準
備
会
の
島
問
閤
丸
、
兵

庫
県
青
年
党
の
宮
崎
勝
之
、
例
人
参
加
の
堤
良
切
ら
は
、
二
年
一
月
、
昭
和
護
憲
連
盟
を
結
成
し
、
既
成
政
党
の
馴
れ
合
い
政

治
を
批
判
し
た
。
こ
れ
に
は
無
産
政
党
で
あ
る
日
本
労
農
党
神
戸
支
部
の
久
留
弘
一
一
一
も
参
加
す
る
予
定
で
あ
っ
た
と
い
う
。
二

月
に
は
藤
原
米
造
は
、
政
治
革
新
の
た
め
の
新
政
治
組
織
と
し
て
兵
庫
県
民
衆
政
治
連
盟
を
結
成
し
た
。
ま
た
、
藤
原
は
ア
ジ

ア
主
義
者
に
よ
る
全
ア
ジ
ア
連
盟
に
も
参
加
し
て
い
た
。
愛
国
自
由
党
の
対
外
政
策
は
ア
ジ
ア
民
族
の
自
主
自
立
を
叫
び
、
人

権
一
平
等
を
要
求
し
て
移
民
問
題
の
解
決
を
な
し
、

っ
支
那
に
於
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
勢
力
を
叩
き
つ
け
て
日
支
共
存
共
栄
の
大
道

を
進
も
う
と
一
広
ふ
政
策
」
（
『
又
新
』
昭
和
三
年
二
月
十
八
日
）
で
あ
っ
た

Q

も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
組
織
活
動
は
、
多
分
に
近
々
予
想
さ
れ
た
第
一
聞
の
普
選
に
よ
る
総
選
挙
を
目
指
し
た
も
の
で
、
藤
原

白
身
「
既
成
政
党
と
無
産
政
党
と
の
中
間
に
位
す
る
も
の
で
、

既
成
政
党
の
進
歩
的
な
る
人
々
と
、
無
産
政
党
の
穏
和
な
る

人
々
を
も
含
ま
せ
た
有
力
な
る
第
三
党
L

（
同
）
を
目
指
し
て
い
た
。

こ
の
よ
う
な
政
界
革
新
団
体
は
、
前
述
し
た
兵
庫
県
青
年
党
を
は
じ
め
多
数
生
ま
れ
た
。
大
正
十
年
に
は
、
宮
尾
作
助
・
堤

良
明
・
西
見
芳
宏
ら
に
よ
り
神
戸
自
治
刷
新
会
が
結
成
さ
れ
た
。
十
ニ
年
に
は
堤
・
酒
井
治
洋
ら
に
よ
る
民
政
倶
楽
部
が
、
政

党
を
離
れ
て
時
事
問
題
を
研
究
し
公
論
を
喚
起
し
市
政
本
正
な
唱
え
て
発
足
し
た
。
期
以
年
に
は
市
民
の
福
祉
・
思
想
議
問
導
・
政

界
革
新
を
目
指
し
神
戸
本
正
会
が
、
十
五
年
に
は
神
港
立
憲
中
正
会
、
民
衆
政
治
研
究
会
が
、
昭
和
二
年
に
は
立
志
昭
和
会
が
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生
ま
れ
た
。
向
年
に
は
ま
た
政
友
会
に
あ
っ
て
政
友
会
改
革
を
唱
え
る
中
井
一
夫
県
議
が
、

か
つ
て
弁
護
士
と
し
て
川
崎
・
コ
一

菱
大
争
議
で
活
躍
し
た
時
以
来
の
造
船
所
労
働
者
ら
と
、
市
民
自
身
の
市
政
を
モ
ッ
ト
ー
に
民
衆
協
会
を
結
成
し
た
。

政
治
田
体
が
生
ま
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

月
に
は
立
憲
市
民
倶
楽
部
が
民
衆
政
治
の
徹
底
を
う
た
っ
て
登
場
し
た
。
こ
う
し
て
、
米
る
べ
き
普
選
に
む
け
て
さ
ま
ざ
ま
な

昭
和
三
年
ニ
月
に
行
わ
れ
た
総
選
挙
で
は
藤
原
は
神
戸
市
か
ら
出
馬
し
て
当
選
を
果
た
し
た
。

と
こ
ろ
が
こ
の
選
挙
で
は
、

与
党
政
友
会
は
一
二
七
議
席
、
野
党
民
政
党
は
一
一
二
ハ
議
席
で
、
わ
ず
か
一
議
席
の
差
し
か
な
く
、

し
か
も
政
友
会
は
過
半
数

を
制
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
小
政
党
や
中
立
の
議
員
の
獲
得
合
戦
が
激
烈
に
展
開
さ
れ
た
。
政
友
会
か
ら
誘
い
の

あ
っ
た
藤
原
は
ニ
月
二
十
七
日
、
資
本
専
制
政
治
の
政
友
会
内
閣
を
倒
し
て
も
資
本
専
制
政
治
の
民
政
党
内
閣
が
で
き
る
だ
け

で
は
義
務
を
果
た
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
、
と
微
妙
な
発
言
を
し
た
。
結
局
、
被
は
政
友
会
に
合
流
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て

神
戸
市
民
は
そ
の
変
節
を
非
難
し
た
。
愛
国
自
由
党
淡
路
支
部
員
五

O
O人
は
藤
原
の
変
節
に
怒
り
、
翌
年
一
一
月
支
部
大
会
を

諸党派の動向と各級選挙第六節

最初の普選による衆

議院議員選挙

er叉新a昭和3年 2月初日〉

写主主 51

聞
き
、

「
我
等
は
金
機
の
誘
惑
を
退
け
、
私
利
を

す
て
L
社
会
民
衆
党
に
入
り
盟
を
結
ぶ
。
我
等
は

凡
ゆ
る
鰻
難
を
覚
悟
し
つ
L

一
切
の
社
会
不
正
義

と
抗
争
す
ベ
く
、
社
会
民
衆
党
々
員
と
し
て
特
権

措
級
の
牙
城
に
迫
り
、
民
衆
政
治
の
実
現
を
期
し
、

昭
和
維
新
を
達
成
せ
ん
と
す
る
も
の
な
り
」

（『又

新
』
昭
和
四
年
二
月
十
五
日
）
と
の
声
明
書
を
発
し
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て
無
産
政
党
で
あ
る
社
会
民
衆
党
に
入
党
す
る
こ
と
を
決
し
た
。
同
じ
無
産
政
党
で
あ
る
日
本
労
農
党
か
ら
県
議
選
に
立
候
補

し
て
神
戸
市
の
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
阪
本
勝
は
『
神
戸
叉
新
日
報
』
（
昭
和
三
年
十
一
月
十
七
日
）
に
つ
藤
原
米
造
氏
に
対
す

る
公
開
状
L

を
寄
せ
「
投
年
の
『
普
選
の
勇
士
b

と
や
ら
も
暮
夜
朱
門
を
叩
き
、
わ
が
民
衆
の
都
、
光
輝
あ
る
神
戸
の
歴
史
に

拭
ふ
べ
か
ら
ざ
る
汚
点
を
印
せ
ら
れ
る
に
奈
つ

と
批
判
し
た
。
結
局
、
結
果
的
に
み
て
藤
原
の
政
界
革
新
運
動
は
、
自
己

を
当
選
さ
せ
る
手
段
で
あ
っ
た
と
批
判
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
か
っ
た
。

し
か
し
全
閉
倒
的
に
み
て
も
、
こ
う
し
た
例
は
少
な
く
な

か
っ
た
。
期
待
さ
れ
た
第
一
回
の
普
選
で
こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
選
挙
・
政
党
・
議
会
に
対
す
る
困

民
や
神
戸
市
民
の
失
望
を
増
す
こ
と
に
連
ら
な
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。

実
業
同
志
会

神
戸
支
部

北
日
選
運
動
や
労
働
運
動
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
運
動
が
感
ん
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
既
成
政
党
批
判
勢
力

が
台
頭
し
て
く
る
と
、
従
来
既
成
政
党
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
人
々
や
既
成
政
党
そ
の
も
の
の
中
に
も
、
変

動
す
る
信
勢
に
順
応
し
て
白
川
己
革
新
な
行
お
う
と
す
る
勢
力
が
台
頭
し
て
き
た
。

大
正
十
二
年
間
月
、
大
日
本
実
業
組
合
連
合
会
な
ど
に
結
集
し
て
営
業
税
撤
廃
運
動
な
ど
を
続
け
て
い
た
中
小
企
業
家
ら
は

会
長
で
鐘
紡
社
長
武
藤
山
治
を
中
心
に
新
し
い
自
由
主
義
を
唱
え
る
実
業
同
志
会
を
結
成
し
た
。
神
戸
で
は
七
月
十
七
日
、
商

業
会
議
所
の
λ

ン
パ
ー
な
ど
が
中
心
と
な
り
、
森
田
金
放
を
支
部
長
と
し
て
神
戸
支
部
が
発
足
し
た
。
相
談
役
に
は
か
つ
て
実

業
界
代
表
を
唱
え
て
総
選
挙
に
出
馬
し
た
こ
と
も
あ
る
竹
馬
悠
一
一
一
郎
が
就
任
し
、
会
員
は
千
七
百
人
に
述
し
た
と
い
う
。

j¥ 

月

十
二
日
に
は
湊
…
弘
実
業
同
志
会
が
発
足
し
た
。
そ
し
て
同
年
九
月
の
県
議
選
で
は
神
戸
市
か
ら
一
一
一
人
の
当
選
者
を
出
し
、
翌
年

の
総
選
挙
で
は
森
間
金
蔵
を
当
選
さ
せ
た
。

し
か
し
、
昭
和
二
年
の
普
選
県
議
選
、
翌
年
の
普
選
総
選
挙
で
は
一
人
の
当
選
者

も
出
せ
ず
実
業
同
志
会
は
政
友
会
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
存
在
理
由
を
自
ら
失
っ
て
い
っ
た
。
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神
戸
立
態

青
年
会

既
成
政
党
系
の
団
体
に
自
を
転
じ
よ
う
。

結
成
さ
れ
た
神

国
民
党
（
後
の
革
新
倶
楽
部
）
系
で
は
、

大
正

一
戸
立
怠
青
年
会
が
あ
る
。
国
民
党
は
全
国
的
に
み
る
と
政

一
一
大
政
党
と
比
肩
し
う
る
も
の
で
は
な
か
っ
た

が
、
前
述
し
た
よ
う
に
神
戸
市
で
は
大
勢
力
で
あ
っ
た
か
ら
、
立
憲
脊
年
会
も
・
有
力
な
政
治
間
体
で
あ
り
、
大
正
九
年
の
総
選

挙
で
は
問
会
幹
事
の
砂
防
敬
一
政
を
国
民
党
か
ら
立
候
補
さ
せ
神
戸
市
部
で
ト
ッ
ヅ
当
選
さ
せ
て
い
た
。
開
会
は
悶
民
党
県
支
部

が
政
友
会
県
議
と
民
友
会
を
結
成
し
た
の
と
は
奥
り
、
よ
り
野
党
的
で
あ
り
、
大
正
九
年
七
月
の
幹
事
会
で
は
政
友
会
内
閣
部

劾
市
民
大
会
を
開
催
す
べ
く
怠
政
会
支
部
お
よ
び
憲
政
会
院
外
団
体
で
あ
る
立
諮
問
問
民
会
に
共
慨
を
申
し
入
れ
た
り
し
た
。
品
川
百

選
に
つ
い
て
も
問
様
で
神
戸
替
選
連
盟
に
は
立
憲
輿
民
会
と
と
も
に
加
わ
り
、
普
選
法
成
立
ま
で
連
盟
に
と
ど
ま
っ
て
活
動
し

た
の
で
あ
っ
た
。
立
憲
青
年
会
が
大
き
な
勢
力
で
あ
り
え
た
の
は
、

一
つ
に
は
地
域
に
街
着
し
て
市
政
や
税
金
問
題
に
奔
走
し

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年
六
月
の
総
会
で
も
、
市
庶
民
鐙
衡
、
市
会
議
員
増
員
、
市
議
補
選
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
十
一

年
一
一
月
に
行
っ
た
市
民
大
会
で
は
、
市
電
第
一
一
一
期
線
（
須
謄
l
駒
ケ
林
間
）
の
民
営
反
対
（
第
一
節
3

・
4
参
照
）
を
決
議
し
た
り
し

諸党派の動向と各級選挙

た
（
な
お
市
会
で
の
動
向
は
後
述
）
。

立
諒
青
年
会
が
特
に
力
を
入
れ
た
の
は
営
業
税
課
税
問
題
で
あ
っ
た
。

十
一
年
二
月
に
は
営

業
税
金
廃
を
市
民
大
会
で
決
議
し
、
あ
わ
ぜ
て
市
の
増
税
計
酪
に
も
「
財
界
不
況
の
た
め
に
、
神
戸
市
の
納
税
義
務
者
中
約
三

割
は
満
足
に
市
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
状
態
に
在
る
。
然
る
に
此
際
、
市
が
更
に
増
税
を
な
さ
ん
と
す
る
は
時
宜
を

得
な
い
も
の
と
認
め
る
。
依
て
我
等
は
増
税
計
画
に
皮
対
し
、
進
で
市
当
局
、
を
し
て
放
漫
な
る
市
の
財
政
を
大
に
整
理
せ
し
め

ん
こ
と
を
期
す
る
」
（
『
又
新
』
大
正
十
一
年
二
月
十
三
日
）
と
反
対
し
た
。
当
時
、
営
業
税
廃
止
問
題
は
全
国
的
な
一
大
政
治
問
題

第六節

で
市
民
の
関
心
も
高
く
、
ま
た
そ
の
利
害
と
深
く
関
係
し
て
い
た
。
立
密
青
年
会
は
、
そ
の
全
蕗
運
動
を
展
開
す
る
と
同
時
に

税
務
当
局
に
改
善
方
を
申
し
入
れ
た
。
こ
う
し
た
活
動
に
よ
り
市
内
中
小
商
工
業
者
の
支
持
を
得
て
ひ
と
つ
の
有
力
な
政
治
勢
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カ
た
り
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
大
正
十
四
年
の
半
ば
、
中
央
に
お
け
る
革
新
倶
楽
部
（
国
民
党
の
後
身
）
と
政
友
会
の
合
同
問
題
が
起
こ
る
と
、
同

会
は
分
裂
の
危
機
に
陥
っ
た
。
六
月
一

日
、
幹
事
長
中
井
一
夫
を
鹿
長
に
常
任
幹
率
会
が
開
か
れ
た
。
同
会
幹
事
で
も
あ
っ
た

砂
問
重
政
が
政
友
会
入
り
を
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
会
員
の
意
見
は
一
ニ
つ
に
分
れ
、
砂
田
と
共
に
政
友
会
入
り
す
る
か
、

砂
自
の
政
友
会
入
り
は
認
め
る
が
会
と
し
て
は
中
立
を
守
る
か
、
砂
聞
を
除
名
し
て
会
は
あ
く
ま
で
独
自
路
線
で
行
く
か
の
ど

れ
か
を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
十
一
ニ
日
の
臨
時
総
会
で
は
、
も
と
も
と
立
憲
青
年
会
は
革
新
倶
楽
部
の
下
部
組
織
で
は

な
い
の
だ
か
ら
、
革
新
倶
楽
部
の
動
向
に
左
右
さ
れ
ず
、

「
白
紙
主
義
L

で
行
く
べ
し
と
決
め
た
。

し
か
し
、
県
議
・
市
議
も

続
々
政
友
会
入
り
を
始
め
た
。
こ
の
た
め
、
革
新
倶
楽
部
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
す
る
も
の
は
、
折
か
ら
生
じ
た
黒
瀬
弘
志
市
長

推
薦
問
題
で
分
裂
し
た
市
会
の
会
派
革
正
会
の
残
間
四
市
議
を
中
心
に
、
十
月
十
五
日
国
民
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。
こ
う
し
て

翌
十
五
年
二
月
、
立
憲
青
年
会
か
ら
国
民
倶
楽
部
員
が
脱
会
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
分
裂
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
中
央
の
党

派
変
動
は
、
市
会
や
市
域
レ
ベ
ル
の
政
治
団
体
の
動
向
を
左
右
す
る
ま
で
に
い
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

」
の
後
、
国
民
倶
楽
部
は
、
革
新
倶
楽
部
残
留
の
清
瀬

郎
ら
を
支
持
し
、
彼
ら
が
昭
和
一
一
年
革
新
党
を
結
成
す
る
と
そ
の

支
持
母
体
と
な
り
、
既
成
政
党
打
破
を
叫
び
続
け
た
が
、
少
数
勢
力
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
っ
た
。
他
方
政
友

会
の
別
働
隊
と
な
っ
た
分
裂
後
の
立
憲
青
年
党
は
、
政
友
会
内
改
卒
派
の
中
井
一
夫
に
よ
っ
て
リ
ー
ド
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
引
き
続
き
地
域
に
宿
着
し
た
活
動
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
昭
和
二
年
に
は
方
面
委
員
を
設
け
て
税
務
・
商
工
・
教
育
等

に
関
す
る
市
民
の
相
談
に
乗
っ
た
り
、
川
崎
造
船
所
救
済
決
議
を
し
た
り
し
た
。

地
主
な
ど
地
域
「
名
望
家
」
に
基
機
を
も
ち
、
地
方
利
益
誘
導
政
策
で
党
勢
を
拡
張
す
る
と
い
う
、
最
も
保
守
的
な
既
成
政
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党
で
あ
っ
た
政
友
会
に
お
い
て
も
、
政
界
革
新
の
動
き
と
無
縁
で
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
弁
護
士
堤
良
明
を
会
長
と
す
る
政
友

会
の
別
働
隊
、
政
友
青
年
会
も
、
大
正
八
年
の
県
議
選
を
前
に
会
員
拡
大
に
乗
り
出
し
て
い
た
が
、
翌
九
年
、
政
友
会
支
部
が
、

党
籍
を
有
し
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
宮
支
多
木
粂
次
郎
代
議
士
な
支
部
長
に
推
そ
う
と
し
た
こ
と
に
反
発
し
、
党
内
不
正
運
動

を
起
こ
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
政
友
会
支
部
幹
部
は
か
え
っ
て
政
友
青
年
会
を
改
造
し
よ
う
と
し
て
政
友
青
年
会
と
対
立
し
た
。

同
会
は
翌
年
に
も
市
会
議
員
の
等
級
選
挙
制
廃
止
を
決
議
す
る
な
ど
政
友
会
主
流
と
は
兵
な
る
動
き
な
示
し
た
。

そ
し
て
そ
う

し
た
動
き
の
中
か
ら
、
政
友
会
は
も
ち
ろ
ん
政
友
青
年
会
に
も
飽
き
足
ら
な
い
人
士
が
出
て
、
堤
良
明
と
政
友
青
年
会
脱
会
’
組

は
、
大
正
十
二
年
、
酒
井
浩
洋
ら
と
共
に
、
政
界
革
新
・
社
会
政
策
確
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
立
憲
民
衆
党
を
結
成
し
た
。

額
政
会
支

部
の
動
き

松
田
選
と
社
会
問
題
に
対
応
し
て
、
よ
り
鮮
明
に
自
己
革
新
し
た
の
は
憲
政
会
系
の
勢
力
で
あ
っ
た
。

大
正
八
年
十
月
の
神
戸
市
で
の
衆
議
説
議
員
補
選
で
憲
政
会
か
ら
立
候
補
し
た
野
田
文
一
郎
は
、
地
問
選
を
か
か

げ
、
政
友
会
に
応
援
さ
れ
た
砂
田
重
政
と
や
っ
て
落
選
し
た
が
、
同
年
末
神
戸
活
版
印
刷
工
組
合
を
組
織
し
て
会
長
と
な
っ
た
。

務党派の動向と各級選挙

そ
の
野
田
ら
が
憲
政
会
兵
輝
県
支
部
（
大
正
五
年
十
二
月
結
成
）
の
神
戸
市
に
お
け
る
別
働
隊
と
し
て
大
正
九
年
六
月
、
神
戸
立
憲

輿
民
会
を
結
成
し
た
。
立
憲
輿
民
会
は
そ
の
結
成
大
会
の
決
議
の
第
一
に
つ
速
に
普
通
選
挙
の
断
行
を
期
す
る
こ
と
」
（
『
又
新
』

大
正
九
年
六
月
二
十
一
日
）
と
あ
る
よ
う
に

J
W選
問
題
を
中
心
と
し
、

其
他
社
会
問
題
を
研
究
せ
ん
と
す
る
」
（
『
又
新
』
大
正
九

年
六
月
九
日
）
鴎
体
で
あ
っ
た
。

こ
れ
と
併
並
し
て
、
憲
政
会
県
支
部
で
は
、
小
寺
謙
吉
ら
を
中
心
に
普
選
期
成
向
盟
会
を
結
成
し
よ
う
と
し
「
木
県
を
普
選

第六節

発
祥
地
た
ら
し
」
め
よ
う
と
し
た
。
そ
し
て
大
正
九
年
十
一
月
、
支
部
総
会
を
開
き
、

「
普
通
選
挙
の
即
行
及
び
市
町
村
階
級

選
挙
の
徹
廃
を
期
す
」
「
社
会
政
策
の
実
施
、
労
働
問
題
の
解
決
を
期
す
」
等
な
決
議
し
た
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
「
神
戸
市
街
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口
M

公

認

推

薦

加

山
静
戸
市
合
液
晶
同
侯
総
務
一

4

3

謀

議

長

中

亥

総

男

一

時

為

童

謡

機

野

俊

太

筋

一

回

程
’
随
一
棋
士
付
加
川
追
求
耐
伸
一
大

塾
長
町
一
一
一
一
曲
村
正
次
一
：
J

碑
戸
川
偽
ご
続
殺
鴎
良
之
助
由
法

捜
罪
判
長
山
本
不
一
一
一
隊
一
円

曹
長
句
。
陸
谷
勧
臨
時
ア

f

渓
堅
一
銭
務
弁
粂
太
隊
問
吐
い
川

躍

首

長

宮

本

笈

二

部

署

翌

綾

山

本

俊

太

芝

山

例

措
跨
堅
一
紙
上
回
第
一
認

昔
縦
長
今
関
z
x
t
u
h

公

称聞き
2
3

敏
問
縦
二
陸
稲
垣
一
健
一
一
一
一
企

I
q－

－

i

須
最
長
償
問
谷
川
綴
一
良
品
民

総

掛

川

部

認

一

須

宮

町

長

大

久

保

委

ヰ

機

以
ば
議
制
阿
野
YM
一
右
滋
滋
任
者

e
溺
〆
公
認
数
字
一
主
治

官
織
か
悦
ド
一
審
絞
殺
下
皮
露
上
童
二
一

税
減
給
ふ
ぷ
訓
叫
K

魚
崎
一
大
正
十
忽
志
向
”
で
一
一

AM咋
1
2一
立
遊
興
民
含
…
一
け

Z

ム
？
L
一／

一
一
写

縦
貫
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

「
兵
福
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

「
淡
路
縦
貫
鉄
道
の
速

成
、
を
期
す
L

「
姫
、
沖
鉄
道
の
速
成
を
期
す
L

（
『
又
新
』
大
王
九
年
十
一
月
二
十
七
日
）

な
ど
政
友
会
同
様
の
地
方
利
誌
を
掲
げ
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
た

め
吋
ザ
〈
新
』
は
「
地
方
問
題
に
対
す
る
決
議
に
至
っ
て
は
、
真
前
日
に
批
評
す
ベ

あ
さ
ま

き
価
値
は
無
い
の
で
あ
る
。
（
略
）
一
面
、
政
党
根
性
の
浅
猿
し
い
現
実
関
披
露
と
も

見
ら
れ
ぬ
で
も
無
い
。
郎
ち
斯
る
看
板
の
下
に
地
方
人
を
釣
り
、
党
勢
を
維
持
し

拡
張
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
点
に
於
て
は
憲
政
会
も
政
友
会
も
国
民
党

も
大
差
な
い
の
で
あ
る
L

（
『
又
新
』
大
正
九
年
十

月
二
十
八
日
）
と
批
判
し
た
。
も

っ
と
も
、

『
叉
新
』
は
、
大
正
九
年
の
総
選
挙
で
も
憲
政
会
全
体
と
し
て
は
必
ず

し
も
木
心
か
ら
普
選
に
熱
心
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
挙
げ
、
彼
ら
は
用
問
民
の
意
向

に
つ
い
て
の
判
断
を
誤
っ
た
と
し
、
兵
庫
県
支
部
が
こ
の
誤
り
に
気
付
き
、
放
回
選

に
本
心
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
は
賛
意
を
表
し
た
。

立
癒
興
民
会

」
の
よ
う
な
憲
政
会
県
支
部
の
動
き
に
呼
応
し
て
立
憲
興
民
会

は
普
選
運
動
を
展
開
し
、

ま
た
、
例
え
ば
大
正
十
年
に
市
制
が

改
正
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
の
一
一
一
級
選
挙
制
か
ら
二
級
選
挙
制
に
な
っ
た
際
、
同
年
四
月
に
予
定
さ
れ
た
神
戸
市
会
議
員
選
挙
は
新

市
制
で
や
る
べ
き
だ
と
い
う
市
町
村
の
階
級
選
挙
打
破
の
方
針
に
も
と
づ
く
運
動
を
展
開
し
た
。
ま
た
酪
民
党
系
の
立
憲
青
年

会
と
同
様
、
営
業
税
改
善
運
動
に
も
取
り
組
ん
だ
。

さ
ら
に
同
会
は
地
域
組
織
も
結
成
し
た
。
例
え
ば
大
正
十

月
発
足
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の
林
田
立
憲
興
民
会
が
そ
れ
で
あ
り
、
同
会
は
、

一
部
で
は
非
立
的
…
邸
内
閣
打
倒
、
普
選
即
行
、
地
方
自
治
確
立
を
う
た
い
つ
つ
、

他
面
で
は
「
道
路
溝
渠
の
速
成
を
期
す
」
（
『
又
新
』
大
正
十
三
年
一
一
一
月
二
十
四
日
）
と
か
「
市
電
第
三
期
第
一
号
線
の
速
成
を
期
す
」

と
い
っ
た
地
域
利
益
の
実
現
を
も
は
か
ろ
う
と
し
た
。

労
働
者
の

組
織
化

窓
政
会
県
支
部
や
開
会
所
揺
の
代
議
士
は
密
政
会
の
恭
蝶
な
拡
張
す
る
た
め
、
よ
り
大
衆
的
な
組
織
を
結
成
し

て
い
っ
た
。
野
田
文
一
郎
代
議
士
は
大
正
十
五
年
七
月
、
労
働
者
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
宗
教
家
な
ど
、
放
日
選
法

で
新
た
に
選
挙
権
を
獲
得
し
た
階
層
、
右
中
心
に
立
怒
公
正
会
を
組
織
し
た
。
開
会
は
す
で
に
七
千
人
の
入
会
者
が
あ
っ
た
と
い

わ
れ
、
そ
の
中
心
は
労
働
者
で
あ
っ
た
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
立
窓
公
正
会
の
結
成
は
立
窓
輿
民
会
に
波
乱
を
生
じ
さ
せ

た
。
そ
の
原
悶
は

つ
あ
っ
た
。

つ
は
窓
政
会
支
部
内
の
小
寺
謙
吉
派
と
野
田
文
一
郎
派
と
の
対
立
で
あ
っ
た
。
立
憲
輿
民

会
は
、
憲
政
会
支
部
を
小
寺
派
の
支
部
で
あ
る
と
し
て
い
た
か
ら
、
こ
の
立
窓
公
正
会
結
成
を
機
に
野
田
を
立
憲
興
民
会
か
ら

除
名
し
た
。
第
二
は
、
神
戸
市
会
内
に
お
け
る
与
党
市
政
大
開
会
に
興
民
会
市
議
が

っ
た
り
、
従
来
の
よ
う
な
革
新
的
大
衆

務党派の動向と各級選挙

活
動
に
消
極
的
に
な
っ
た
り
し
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
い
わ
ば
H

体
制
化
μ

し
た
こ
と
に
あ
っ
た
。

小
中
寸
派
は
野
田
派
の
立
窓
公
正
会
に
対
拭
す
る
た
め
と
、
普
選
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
者
を
組
織
し
て
憲
政
労
友
会
を
十

二
月
五
日
に
結
成
し
た
。
会
長
に
は
山
本
平
三
郎
、
副
会
長
に
は
斎
藤
千
次
部
、
常
任
幹
事
長
に
は
池
田
涼
一
郎
、
相
談
役
に

は
、
立
憲
興
民
会
系
の
西
見
芳
宏
、
小
林
重
品
ら
が
就
任
し
た
。
そ
し
て
こ
の
会
に
も
川
崎
造
船
所
の
労
働
者
を
中
心
に
七
千

人
が
入
会
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
閣
内
会
は
一
方
で
は
川
崎
・
三
菱
荷
造
船
所
な
ど
に
お
け
る
健
康
保
険
委
員
選
挙
で
も
党
派

第六節

的
に
運
動
し
て
多
数
を
占
め
る
が
、
他
方
で
は
「
職
工
の
た
め
の
家
賃
値
下
運
動
、
電
灯
料
金
の
眠
減
、

の
値
下
」

（
『
又
新
』
昭
和
二
年
二
月
二
十
一
日
）
の
決
議
を
し
た
り
、
川
崎
造
船
所
の
経
営
危
機
に
附
加
し
て
は
従
業
員
の
生
活
保
障
を
要
求
し
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た
り
す
る
、
無
産
者
の
た
め
の
運
動
も
展
開
し
た
。

こ
の
よ
う
に
憲
政
会
は
、
労
働
運
動
の
発
展
と
普
選
の
実
現
と
い
う
事
態
に
対
し
て
、
既
成
政
党
の
中
で
は
最
も
よ
く
自
己

革
新
を
遂
げ
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
か
な
り
多
く
の
労
働
者
な
吸
収
し
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

一
つ
に
は

場
労
働
者
は
、

一
面
に
は
無
産
階
級
と
し
て
の
自
分
述
を
は
っ
き
り
意
識
し
て
ゐ
る
と
と
も
に
、
他
国
で
は
既
成
政
党
へ
の
執

着
を
持
っ
て
ゐ
る
者
、
が
存
外
沢
山
あ
る
。
こ
れ
は
政
策
に
共
鳴
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
く
、
人
物
の
動
静
や
政
局
の
推
移
に
対

す
る
漠
然
た
る
智
識
と
興
味
が
あ
る
か
ら
で
、

っ
き
つ
め
れ
ば
、
あ
る
政
党
員
と
な
る
と
い
ふ
こ
と
に
、

は
か
な
い
満
足
を
感

じ
て
ゐ
る
」
（
『
叉
新
』
大
正
十
五
年
九
月
十
二
日
）
と
い
う
状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

し
か
し
憲
政
会
と
し
て
は
、
労
働
者

の
階
級
的
利
溢
の
実
現
そ
の
も
の
が
闘
的
で
は
な
か
っ
た
。
大
正
九
年
十
一
月
の
県
支
部
総
会
の

で
、
原
敬
政
友
会
内
開

を
非
難
し
て
「
財
界
の
混
乱
、
産
業
の
廃
額
を
招
致
し
、
社
会
問
題
労
働
問
題
の
蕊
藤
状
況
を
し
て
一
層
悪
化
せ
し
め
ん
と
す
L

と
述
べ
、
島
田
一
一
一
郎
が
演
説
で
「
過
激
思
想
恐
る
べ
し
と
は
雌
も
、
赤
化
す
る
は
可
能
性
あ
れ
ば
な
り
。
（
同
町
）
生
活
の
脅
威
が

ん
上
悶
に
米
騒
動
を
勃
発
せ
し
め
し
に
非
ず
や
」
（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
十
一
月
二
十
七
日
）
と
述
べ
た
よ
う
に
、
憲
政
会
は
労
働
者

の
運
動
が
社
会
主
義
に
走
る
の
を
防
止
す
る
た
め
に
、
い
わ
ば
労
働
者
な
体
制
内
に
と
り
込
も
う
と
す
る
こ
と
を
臼
的
と
し
て

い
た
。
そ
し
て
そ
う
し
た
労
働
者
が
静
選
に
よ
っ
て
選
挙
権
を
得
た
時
、
自
党
の
支
持
法
機
に
組
み
込
も
う
と
し
た
の
で
あ
っ

m

－o
 

φ
h
r
 

政
治
研
究
会

神
戸
支
部

憲
政
会
組
織
に
入
っ
た
労
働
者
も
必
ず
し
も
「
政
策
に
共
鳴
し
て
ゐ
る
か
ら
で
は
な
」
か
っ
た
。
そ
こ
で
階

級
的
自
覚
を
も
っ
た
者
た
ち
は
無
産
政
党
の
結
成
へ
と
向
か
っ
た
。

大
正
十
四
年
、
普
選
法
の
成
立
に
伴
い
、
無
’
M

院
政
党
の
前
身
総
織
で
あ
る
政
治
研
究
会
の
神
戸
支
部
が
六
月
に
発
足
し
た
。
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集
ま
っ
た
人
々
は
、

日
本
労
働
組
合
評
議
会
（
労
働
組
合
の
会
開
同
組
織
で
あ
っ
た
日
本
労
働
総
同
盟
の
分
裂
に
よ
り
左
派
が
結
成
し
た
級

織
）
神
戸
支
部
の
木
村
錠
台
、
労
働
文
化
協
会
の
久
昭
弘
一
ニ
、
関
西
学
院
川
上
、
松
沢
、

関
村
の
各
教
授
、
そ
れ
に
サ
ラ
リ
i

マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
、
海
員
刷
新
会
、
神
戸
思
想
研
究
会
の
代
表
者
と
大
山
郁
夫
ら
で
あ
っ
た
。

労
働
幾
民

党
支
部

労
働
農
民
党
は
大
正
十
五
年
一
一
一
月
、
大
阪
で
結
成
さ
れ
た
。
創
立
当
Jmw
か
ら
、
労
働
運
動
の
左
右
対
立
に
影
響

さ
れ
、

い
っ
た
ん
は
左
派
排
除
で
結
成
し
た
も
の
の
在
派
加
入
の
要
求
も
強
く
、
こ
れ
を
め
ぐ
っ
て
臼
木
労
働

総
同
盟
な
ど
が
脱
退
し
、

兵
路
協
同
で
は
政
治

十
二
月
に
大
山
郁
夫
を
委
員
長
と
す
る
左
派
無
産
政
党
と
し
て
再
出
発
し
た
。

研
究
会
、
が
自
然
消
滅
し
た
の
ち
、
労
働
文
化
協
会
の
久
留
弘
一
一
一
、

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
岸
本
邦
己
ら
が
中
心
と
な
り
、

「
共
産
主
義
者
で
は
な
い
」
者
を
入
党
さ
せ
る
こ
と
を
条
件
に
六
月
六
日
支
部
が
発
足
し
た
。
こ
れ
に
は
労
働
組
合
員
等
約
ニ

百
人
の
入
党
申
込
み
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
神
戸
支
部
は
約
一
臼
人
の
党
員
を
有
し
て
い
た
が
っ
同
党
神
戸
支
部
は
、
思
想
に

よ
る
資
格
審
査
な
あ
ま
り
重
大
視
せ
ず
、
只
管
大
衆
を
抱
擁
す
る
方
針
で
あ
る
L

（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
八
月
十
七
日
）
と
い
わ
れ
、

務党派の動向と各級選挙

十
二
月
に
は
議
会
解
散
請
願
デ
ー
を
設
け
て
、

日
、
議
会
解
散
、

「
集
会
結
社
自
由
権
の
獲
得
」
な
ど
を
宣
倍
し
た
ο

昭
和

二
年
九
月
の
初
の
普
選
に
よ
る
県
議
選
で
は
、
県
下
に
六
名
の
候
補
を
立
て
、
神
戸
市
で
も
奥
田
宗
太
郎
、
志
向
井
富
造
の
二
人

を
立
て
た
。
こ
の
時
は
一
一
一
原
郡
で
一
人
を
当
選
さ
せ
た
が
、
市
内
で
は
俊
落
選
し
た
。

五
日
当
時
非
合
法
政
党
で
あ
っ
た
共
産
党
員
及
び
関
係
者
な
大
検
挙
し
た

・
一
五
事
件
に

労
農
党
は
、
昭
和
三
年

よ
っ
て
解
散
な
命
じ
ら
れ
た
。
中
央
で
は
大
山
郁
夫
ら
に
よ
っ
て
存
組
織
化
が
着
手
さ
れ
た
が
、
神
戸
支
部
で
は
四
月
、
育
柿

第六節

郎
ら
皮
幹
部
派
を
中
心
に
蒋
組
織
化
が
進
め
ら
れ
、
と
り
あ
え
ず
暫
定
的
な
地
方
政
党
を
組
織
す
る
こ
と
に
決
し
た
。

月
五
回
、
彼
ら
は
「
極
左
的
分
子
’
」
を
排
除
し
た
兵
庫
県
大
衆
党
合
結
成
し
た
。
そ
し
て
中
央
で
山
川
均
ら
い
わ
ゆ
る
労
農
派
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を
中
心
に
政
治
的
統
一
戦
線
結
成
の
た
め
の
無
産
大
衆
党
（
七
月
結
成
）
に
呼
応
し
、
合
間
す
る
方
針
を
打
出
し
、
九
月
に
合
流

し
た
。
そ
し
て
十
ニ
月
、
合
法
的
無
産
政
党
統
一
を
目
指
し
、
日
本
労
農
党
と
と
も
に
日
本
大
衆
党
を
結
成
し
た
。
神
戸
で
は

両
党
神
戸
支
部
が
翌
四
年
二
月
に
合
同
し
た
。

他
方
左
派
分
子
は
、
新
党
準
備
を
す
す
め
、
神
戸
支
部
準
備
会
で
は
昭
和
一
一
一
年
十
月
、
木
村
錠
士
口
を
委
員
長
に
政
治
部
の
古

門
家
実
一
一
一
ら
を
役
員
と
し
「
大
衆
の
圧
力
に
よ
っ
て
労
農
党
を
奪
還
一
」
（
『
又
新
』
限
和
一
一
一
年
十
月
十
一
日
）
し
よ
う
と
し
た
。
共
産
党

関
係
者
は
翌
年
四
月
十
六
日
の
大
検
挙
に
よ
っ
て
さ
ら
に
打
撃
を
う
け
た
が
、
八
月
の
大
山
ら
に
よ
る
「
新
労
農
組
織
の
提
案
」

を
受
け
て
、
九
月
、
新
労
農
党
総
織
神
戸
地
方
準
備
会
を
結
成
し
た
。

し
か
し
、
一
一
一
・
一
五
事
件
以
前
の
出
労
農
党
員
約
四
百

人
に
比
し
、
結
集
す
る
者
は
百
人
く
ら
い
だ
ろ
う
と
み
ら
れ
た
。
そ
し
て
十
一
月
一
臼
の
東
京
で
の
新
労
農
党
結
成
を
う
け
て
、

十
九
日
神
戸
支
部
を
発
足
さ
ぜ
、
手
は
じ
め
に
神
戸
借
家
人
組
合
、
熊
内
上
筒
井
借
家
人
組
合
な
ど
と
と
も
に
家
賃
値
下
げ
運

動
を
開
始
し
た
。

社
会
民
衆

党
支
部

他
方
、
労
働
農
民
党
か
ら
脱
退
し
た
日
本
労
働
総
同
盟
は
、
大
正
十

二
月
五
日
、
総
問
問
や
日
本
海
員

組
合
を
基
盤
に
右
派
な
結
集
し
て
社
会
民
衆
党
（
委
員
長
安
部
磯
雄
）
を
結
成
し
た
。
翌
年
二
月
十
三
日
、
神
戸
支

部
創
立
懇
談
会
が
、
弁
護
士
で
か
つ
て
政
友
青
年
会
会
長
を
勤
め
た
こ
と
も
あ
る
堤
良
明
を
座
長
と
し
て
間
開
催
さ
れ
、
準
備
委

員
を
選
ん
だ
。
こ
の
時
す
で
に
入
会
希
望
者
は
一
一
千
人
に
及
ん
で
い
た
と
い
わ
れ
、
日
本
海
員
組
合
と
海
員
協
会
合
｝
基
盤
と
し

て
い
た
。
五
月
二
十
一
日
神
戸
支
部
発
会
式
を
挙
げ
、

常
任
委
員
に
米
控
満
苑
（
日
本
海

神
戸
支
部
執
行
委
員
長
に
堤
良
明
、

員
総
令
）
ら
を
選
出
し
た
。

で
は
合
法
的
手
段
に
よ
る
社
会
主
義
の
政
策
の
実
現
と
国
運
の
発
問
肢
を
う
た
い
、

発
会
の

「
決
議
」
で
は
物
価
調
節
、
失
業
防
止
救
済
、
海
員
の
待
遇
改
善
を
掲
げ
る
一
方
、

「
神
戸
市
港
湾
施
設
の
完
成
L

も
か
か
げ
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k二

そ
し
て
秋
の
県
議
選
に
も
四
人
の
候
補
（
神
戸
市
で
は
問
中
猶
捌
）
を
挙
げ
た
、
が
、
全
員
落
選
し
、
翌
年
の
総
選
挙
で
も
堤
良

切
を
立
て
た
が
務
選
し
た
。
昭
和
問
年
の
市
議
選
で
は
四
人
の
候
補
（
村
上
喜
兵
衛
、
加
藤
久
勝
（
海
員
）
、

伊
藤
順
蔵
（
弁
護

十
ム
）
、
鈴
木
倉
吉
（
～
隊
員
協
会
員
）
〕
を
立
て
、
衛
生
組
合
長
で
も
あ
っ
た
村
上
喜
兵
衡
を
当
選
さ
せ
た
。

さ
ら
に
九
月
に
は
無
所

腐
の
市
議
井
口
良
一
を
入
党
さ
せ
市
議
二
人
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
年
末
に
は
家
賃
地
代
組
下
げ
等
の
大
衆
運
動
に
も
の
り

出
し
た

日
本
労
援

党
支
部

労
働
農
民
党
を
脱
退
し
た
中
間
派
は
大
正
十
五
年
十
二
月
、

日
本
労
農
党
を
結
成
し
た
。
兵
庫
県
で
は
総
同
盟

兵
庫
県
連
合
会
な
ど
が
全
日
本
農
民
組
合
傘
下
の
農
民
組
合
と
と
も
に
翌
布
十
一
月
、
神
戸
支
部
を
発
足
さ
せ
た
。

発
会
式
で
は
支
部
長
に
棚
橋
小
虎
（
設
記
長
は
久
磁
弘
一
一
一
）
を
選
出
す
る
と
と
も
に
「
左
右
闘
争
の
煩
に
堪
え
ざ
る
組
織
労
働
者
も
、

或
は
真
正
な
る
政
治
を
朝
一
望
ぜ
る
無
産
大
衆
も
、
始
め
て
階
級
的
中
正
道
を
確
立
し
た
新
無
産
政
党
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
た

（交）

に
は
っ
日
本
労
農
党
神
戸
市
部
は
、

の
で
あ
る
」
（
可
又
新
』
昭
和
二
年
一
月
二
十
一
日
）
と

に
う
た
っ

こ
の

諮党派の動向と各級選挙

特
に
神
戸
市
政
に
向
っ
て
市
民
の
最
大
の
利
誌
を
代
表
す
る
責
任
と
実
力
と
を
以
て
、
厳
重
な
る
猿
視
と
公
正
な
る
批
判
の
下

に
諸
政
の
実
施
を
鞭
捷
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
L

（
悶
）
と
神
戸
市
政
改
革
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
が
昆
目
さ
れ
る
。
支
部
の
基
盤

は
ダ
ン
ロ
ッ
プ
労
組
、
時
間
連
盟
、
神
戸
造
船
労
働
組
合
、
市
電
従
業
員
同
志
会
な
ど
で
あ
っ
た
。

日
本
労
農
党
は
、
昭
和
一
一

年
六
月
ま
で
に
神
戸
、
尼
崎
、
西
宮
、
灘
、
東
播
、
伊
丹
な
ど
の
方
〈
部
を
設
立
し
、
間
月
兵
庫
県
支
部
連
合
会
（
執
行
委
員
長
久

留
弘
一
一
一
）
を
樹
立
し
た
。

そ
し
て
九
月
の
県
議
選
に
は
、

県
下
で
七
人
の
候
補
を
立
て
、
神
戸
市
で
は
阪
本
勝
を
立
て
、
四
九

第六節

四
O
票
を
獲
得
し
て
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
し
た
。
翌
年
の
総
選
挙
で
は
、
労
農
党
と
選
挙
協
定
を
結
び
、
第
一
一
民
（
神
戸
市
）
で

は
臼
木
労
農
党
の
河
上
丈
太
郎
を
労
農
党
も
応
援
し
、
第
一
一
一
弘
（
尼
崎
、
西
宮
ほ
か
）
で
は
労
農
党
の
近
内
金
光
を
日
本
労
山
民
党
が

近代・現代自主R高司N669 



立候補者の事務所風景
c•叉新a 昭和 3 年 2 月 7 日）

'Ff.主［， 53 

応
援
し
、

（
明
石
ほ
か
）
で
は
日
本
労
農
党
の
吉
田
賢

を
労
幾

党
が
応
援
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
河
上
丈
太
郎
は
七
八
二

票
を
得
て
当
選
し
た
。

日
本
労
農
党
神
戸
支
部
は
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
市
政
改
革
に
も
力
を
入
れ
よ
う
と
し
、
昭
和
一
一
一
年
一
一
一
月
、
市
立
診

療
所
の
夜
間
診
療
廃
止
に
反
対
し
て
、
市
長
や
市
会
議
長
に
申
入
れ
を

し
、
十
月
に
は
阪
急
高
架
乗
入
れ
に
も
反
対
し
、
さ
ら
に
問
月
市
民
の

た
め
の
市
政
学
校
を
開
い
た
。

そ
し
て
翌
年
二
月
に
は
無
産
大
衆
党
神

一
戸
支
部
と
合
同
し
、

口
μ
本
大
衆
党
の
一
翼
を
形
成
す
る
と
と
も
に
四
月

に
予
定
さ
れ
た
初
の
普
選
に
よ
る
市
会
議
長
選
挙
に
臨
ん
だ
。

日
本
大

衆
党
神
戸
支
部
は
、
永
江
一
点
人
（
会
社
阜
、
板
野
球
磨
（
旋
般
工
）
、
森
脇

甚
一
（
労
働
学
校
主
事
）
、

育
柿
諮
問
一
郎
（
機
械
工
）
、

桑
田
喜
三
郎
（
電
気

コ：

松
沢
兼
人
（
関
部
学
院
教
授
）
の
ふ
ハ
名
を
候
補
に
立
て
、
在
合
区
か
ら
永
江
一
夫
、
渡
西
区
か
ら
森
脇
甚
一
、
林
田
区
か
ら

点
悶
柿
品
志
向
一
郎
、
灘
区
か
ら
松
沢
兼
人
を
当
選
さ
せ
た
。
そ
し
て
市
会
で
は
社
会
民
衆
党
と
共
伺
歩
調
を
と
る
こ
と
に
し
た
の
で

あ
る
。

4 

市
会
議
員
選
挙
と
会
派
の
動
向
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選
挙
方
法
と

そ
の
変
化

大
正
十
五
’
年
の
市
制
改
正
に
よ
っ
て
一

五
歳
以
上
の
男
子
（
そ
の
市
に
二
年
以
上
在
住
）
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、

い
わ
ゆ
る
北
町
通
選
挙
が
成
立
す
る
ま
で
は
、
市
会
議
員
選
挙
は
複
雑
な
財
産
制
限
に
よ
る
等
級
選
挙
制
に
よ

っ
て
行
わ
れ
た
。

大
正
十
年
の
市
制
改
正
ま
で
は
、

① 

有
権
者
は
、
一
一
年
以
上
そ
の
市
町
村
の
負
担
な
分
担
し
、
か
つ
直
接
国
税
二
円
以
上
か
地
租
を
納
入
す
る
こ
五
歳
以
上
の

男
子
と
さ
れ
た
。

② 

法
人
に
も
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

③ 

に
当
た
る
税
額
を
納
め
る
者
を
一
級
選
挙
人
と
し
、
次
に
一
級
選
挙
人
を
除

有
権
者
の
直
接
市
税
総
額
の
上
位

の

い
た
有
権
者
の
う
ち
、

一
級
選
挙
人
納
税
額
を
差
し
引
い
た
直
接
市
税
の
上
位
二
分
の
一
に
当
た
る
税
額
を
納
め
る
者
を
一
一

級
選
挙
人
と
し
、
そ
れ
以
下
を
一
一
一
級
選
挙
人
と
し
た
。

言者党派の動向と各級選挙

④ 

各
級
配
当
議
員
数
は
同
数
で
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
有
権
者
の
中
で
も
そ
の
権
利
に
著
し
い
不
均
衡
が
存
夜
し
て
い
た
。
例
え
ば
、
最
後
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
わ
れ
た

大
正
十
年
の
市
議
選
を
み
る
と
安
川
の
仰
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
級
選
挙
人
は
約
二
人
で
一
人
の
市
議
を
選
出
す
る
権
利
を
も

ち
、
菩
合
、
神
戸
、
湊
東
・
湊
の
各
選
挙
区
で
は
一
法
人
で

人
の
市
議
を
選
べ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

一
級
選
挙
人
と
一
一
一

級
選
挙
人
の
権
利
の
格
差
は
実
に
五

O
O倍
に
も
達
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
有
権
者
一
万
九

O
O八
人
は
当
時

第六節

の
人
口
六
八
万
六
七
五
二
人
の
二
・
八
%
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

大
正
十
年
の
市
議
選
に
は
、
時
間
が
切
迫
し
て
い
た
た
め
、
大
正
十
年
改
正
の
市
制
に
よ
る
ニ
級
選
挙
制
は
適
用
さ
れ
な
か

近代・現代i経民：講話W67r 



っ
た
が
、
こ
の
改
正
に
よ
る
と
、
①
直
接
関
税
納
入
条
件
が
解
除
さ
れ
、
一
一
年
以
上
在
住
し
か
っ
直
接
市
税
を
納
入
す
る
こ
五

歳
以
上
の
男
子
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
た
。
①
法
人
の
選
挙
権
は
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

こ
の
た
め
有
権
者
は
県
下
で
一
七
万
人
か
ら
二
四
万
人
に
増
大
し
た
。
こ
の
制
度
に
も
と
づ
く
市
議
選
は
大
正
十
四
年
に
行

昭和4年選挙

i玄 有権者数

人
22,588 

12,851 

12,666 

8, 990 

28,248 

33,994 

12, 723 

11, 854 

配当

Q
J
n，
，
必
守
内

δ

勾

δ
戸

b
f
o

－

－

 

i'F司令区

神戸区

淡 東 区

淡区

淡凶 I友
林 田 区

須磨区

灘区

( 3) 

わ
れ
た
。
こ
こ
で
は
一
ニ
級
選
挙
制
に
お
け
る
一
票
の
格
差
は
大
き
く
改
替
さ

143,914 

れ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
級
選
挙
人
は
六
七
七
一
人
で

人
の
市
議
を
選
べ

る
の
に
対
し
、
二
級
選
挙
人
は

万
八
七
八
七
人
で
同
数
の
市
議
を
選
ば
ざ

68 

る
を
得
ず
、
そ
の
格
援
は
四

で
あ
っ
た
。
ま
た
有
権
者
一
一
一
万
五
五
五

八
人
は
人
口
七
九
万
九
問
七
五
人
の
凹
・
四
%
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。

三一向

国
政
選
挙
に
お
け
る
勢
通
選
挙
法
の
成
立
に
と
も
な
っ
て
、
大
正
十
五
年

メ三、
！コ

市
制
町
村
制
、
府
県
制
も
改
正
さ
れ
、

一切の納税条件が廃止され、そ

区 等級 配当 有権者数

5 人
人

3幸 1級 1, 377 

メ，｝ 2級 5 5, 142 

区
小昔1・ 10 6, 519 

事ド l級 7 916 

戸 2級 7 4,425 

i玄 小計 14 5,341 

淡 1級 4 932 

* 
2級 4 3,389 

Eζ 小計 8 4,321 

翌長 1級 1 1, 468 

2級 2 2, 077 

IR 小言1・ 3 2, 545 

淡 1級 7 1, 513 

西 2級 7 6,695 

区 小計 14 8,208 

4本 1級 5 1, 153 

i五 2級 4 4, 700 

区 小青1・ 9 5,853 

Z民 l級 2 412 

際 2級 2 2, 289 

区 小計 4 2, 701 

1コ'.>.. 1級 31 6, 771 

2級 31 28, 787 

音l‘ 合計 62 35, 558 

大正14年選挙）
 

q
，“ （
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第六会1n 諮党派の動向と各級選挙

表 178 市会議長選挙の言奈良配当数と有権者数

( 1 ) 大正10年選挙

区 等級

主1: 1級

i日斗 2級
3級

区 小昔十

fill 
I級

戸
2級
3級

i玄 小計

; 1級
2級

淡区
3級

小計

1級

淡

西 2級

区 3級

小音j-

林 I級
2級

国 3級

区 小計

須 I級
2級

穣 3級

区 小計

式日入 1級
2級
3級

計｜合計

議員配当数 有権者数 一級有権者名

人 人
2 3(3) 神戸製鋼所、日本4来日経株式会社、竹中工務店
2 171 
2 2,802 

6 2,976(3) 

5 5 ( 5) 
桟日橋本郵株船式会株式社、会社鈴、木商明店治海、運千百’株悶汽式船会社株、式会神戸社

5 15 (15) 
4 3，的8(13) 

14 3, 718 (33) 

3 3(3) 川姿崎念造)IjI船所、三菱商事株式会社、株式会社三

3 184 ( 1 ) 
4 4, 217 

10 4, 404( 4) 

5 13 ( 4) I 

治、武氏岩次郎、沢野定七、中村弥兵衛
5 I 264 

4 i 4, 297 

14 I 4. s州 4)

2 ( 2) I鐙淵紡総株式会社、台湾製糖株式会社
22 ( 2) 

2 I 2, 060 

4~必竺出］
12 1不明
134 

1 106 

17 38(17) 
17 790(18) 
17 18, 180(13) 

1」日竺型
（注） （）はうち法人数

資料： r又窃TJ
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昭和 2年 l月 l昭和3年 lfl 昭和14年改選直前 昭和 4il: 4月改選

il1政維新会 18 市政維新会 18 r!'i政務i新会 18 政友会 13 

If j［：会 4 It¥: IE：会 4 f ~Iいy，述合 15 
本新党 4 

興民会 12 現l 民会 12 民政党 33 

iii政大同会 28 lb＇政大閥会 28 r!J政大i司会 28 無 filf政党 5 

；無所属 13 

合計 62 合 計 62 合計 61 合計 68 

内

δ
r
b
A
V
勺

δ

1

3

1

 

rre手r14年 9月

H自 和 会

民政仁＇＂キ日会

無産政党

公友会

今‘u
r
h
υ

戸、JW
4

‘υ
4
3
A

1
A

今
、

U

T

A

昭和4年sn
昭和会

民政9:1和会

無 g［政党

公友会

無所属 下いうた政党攻派別分

間民党系10，議政

＊大正 6＂手5JJ 
類政友会系14,

会系4
68 計ーA 

口68 討
削

メ＼
仁1

の
市
に
二
年
以
上
在
住
の
一

五
歳
以
上
の
男
子
に
選

本
権
、
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て

の
市
IUJ 
村

議
員
選
挙
の
有
権
者
は
そ
れ
ま
で
の
七
八

O
万
人
か

ら
一
二
五
二
万
人
へ
と
明
大
し
た
。
有
権
者
の
地
加

は
、
政
接
税
を
納
め
な
い
者
の
多
か
っ
た
都
市
に
お

い
て
著
し
く
、
昭
和
問
年
の
初
の
品
川
首
選
市
議
選
の
有

権
者
は
前
回
に
比
べ
一

O
万
人
以
上
増
加
し
て
一
凶

万

九
一
四
人
と
な
り
、
突
に
間
借
と
な
っ
た
。

市
会
議
員

選
挙

大
正
六
年
の
市
議
選
以
前
に
お
い
て

は
、
間
民
党
系
の
公
民
会
と
政
友
会

系
の
市
民
会
が
市
会
の
有
力
会
派
で
あ
っ
た
。
公
民

資料： w叉新J，叩11戸市会Yk:.」

山
内
ム
口

ufγ

口
H
i
お
7
1
H
Vト
F

に
、
政
友
派
勢
力
に
対

、三、、キ
i
h

、

ノ
F
Z
L
V

抗
し
て
国
民
派
と

部
中
立
議
員
が
結
成
し
た
会
派

で
あ
り
、
市
民
会
は
政
友
派
と
一
部
実
業
派
に
よ
っ

て
明
治
問
十
五
年
間
月
に
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
大
正
凶
作
七
月
に
実
業
公
正
会
が
結

成
さ
れ
、
大
正
六
年
間
月
の
改
選
に
い
た
る
と
新
し

674 m ・次大戦後のや11戸
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第六fii'j 諸党派の動向と各級選挙

表 179 市会の会派別議員数

大正 2i手4月改選 大正 6f手4月改選 大正 6£下5月 ＊ 大正7年末

-m民会 20 i市民会 16 市民会 15 市民会 15 

公 災会 19 公民会 11 公災会 8 公民会

公正会 4 

1行政研究会 12 I市政研究会 12 

石戸倶楽部 12 ＇石戸倶楽部 14 

無所属 9 無所以 17 無 所 属

口辺三、 三氏｜J. 48 合 計 48 ＇合計 48 .合計 48 

大正9年 8月 ：六jflOi手改選E霊前 大正lOif4月改選 大正10年 5月

中政会

公災会

rl1政研究会

::r:IF'fJ'~楽部

無所協

企下、
仁1

12 

5 

12 

12 

7 

大正14年 4月改選

中政会 7 

革新倶楽部 21 

ゑl 民会 11 

淑政会 ヰ

市政研究会 5 

実業同志会 3 

政友会

無所属 10 

合計 62 

67ラ

仁11 政会 12 

公民会 コ

r!'f政研究会 12 

石戸倶楽部 12 

1R~ Jifr 潟 6 

大jf14年 5月

:•'1'>:.Jli! 連合 30 

市政大間会 32 

合計 62 

政友会 9 中政会 7 

国 民 党 10 大正会 11 

怒政会 4 憲政会 4 

海 運 派 10 rn政研究会 14 

石戸供楽部 7 石戸倶楽部 7 

中立倶楽部 7 

無 所 属 11 無所属 1 

会 計 .'il 会計 .'il 

大］ド.14年 8月 大IE15年 4月

市政維新会 19 T行政維新会 19 

11'>:. IE 会 4 
本迎合 13 

興民会 8 

市政大同会 30 r!T政大河会 28 

無所属

合計 61 i令苦十 62 

JJ'fel:.語lllV 近代・現代



大IE6年rff議選の党派別・等級日IJ当選者
(lji{li:：人）

苦十

f
n
v
r
n
v
f
h
V
 

I

I

I

 
4 

48 20 4 10 14 計メ〉、

'" 

い
動
き
が
出
て
き
た
。
す
な
わ
ち
当
時
憲
政
会
系
と
み
ら
れ
た
公
正
会
が
少
数
な
が
ら
進
出

し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
選
挙
で
は
の
ち
に
海
運
派
と
よ
ば
れ
る
海
運
業
者
が
五
人
の

A、
に：主L

ハU

門

I
1
u

－
 

候
補
を
立
て
て
登
場
し
た
。
こ
の
結
果
は
表
山
の
と
お
り
、
市
民
会
二
ハ
、
公
民
会
一
一
、

公
正
会
問
、
中
立
（
無
所
属
。
以
下
同
じ
）
一
七
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
央
政
党
別
色
分
け
は
政

資料： r又新」大正6年4月27日ほか

友
系

問
、
間
民
党
系
一

O
、
憲
政
会
系
問
、
中
立
一
一

O
と
目
さ
れ
た
。
こ
れ
を
選
挙
等
級

中

表 180

別
に
み
た
も
の
が
表
川
で
あ
る
。
政
友
系
は
一
、
二
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
う
け
、
国

民
党
系
と
窓
政
系
は
一
一
一
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
権
運

業
者
系
は
一
級
選
挙
権
者
の
支
持
を
多
く
得
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
選
挙
の
直
後
、
海
運
関
係
市
議
・
憲
政
会
系
・
中
立
市
議
と
一
部
悶
民
党
系
市
議
が

市
政
刷
新
を
目
指
し
て
市
政
研
究
会
を
、
ま
た
純
中
立
の
立
場
の
も
の
は
兵
庫
地
方
人
士
な

中
心
に
お
戸
倶
楽
部
を
結
成
し
た
。
こ
う
し
て
五
月
の
市
会
で
は
市
民
会
一
五
、
市
政
研
究

会
二
一
、
石
戸
倶
楽
部
二
一
、
公
民
会
入
、
無
所
属

と
い
う
構
成
に
な
っ
た
。
大
正
七
年

米
で
も
市
民
会
一
五
、
石
戸
倶
楽
部
一
山
、
市
政
研
究
会
一

一
、
公
民
会
七
で
議
ぃ
防
数
に
さ
ほ
ど
の
変
化
は
な
か
っ
た
が
、
勝

同
銀
次
郎
を
中
心
と
す
る
市
政
研
究
会
が
市
電
運
賃
均
一
制
問
題
な
ど
で
頭
角
を
あ
ら
わ
し
、
鹿
島
市
政
が
市
民
会
・
石
戸
侭

楽
部
の
多
数
与
党
の
上
に
安
住
す
る
体
制
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
た
。

大
正
九
年
に
入
り
二
月
、
市
民
会
の
九
市
議
と
中
立
系
開
市
議
が
中
政
会
を
結
成
し
た
頃
か
ら
、
鹿
島
市
長
任
期
満
了
が
近

づ
き
、
当
初
各
派
は
鹿
島
関
任
を
胡
荒
ん
だ
が
鹿
島
の
辞
意
が
開
く
、
一
一
一
月
に
各
派
代
表
に
よ
る
市
長
候
補
選
考
会
が
聞
か
れ
た

676 第三本第一次大戦後の事11戸



（
当
時
は
市
制
に
よ
り
、

内
務
大
医
が
そ
の
中
か
ら
上
奏
裁
可
を
経
て
市
長
を
任
命
す
る

市
会
が
一
ニ
名
の
市
長
候
補
を
版
位
を
付
け
て
ゐ
げ
、

」
と
に
な
っ
て
い
た
）
。

港
湾
の
知
識
あ
る
者
、

そ
し
て
特
に
財
政
手
腕
の
あ
る
者
が
候
補
の

そ
こ
で
は
、
市
に
縁
故
あ
る
者
、

条
件
と
さ
れ
た
。

四
月
半
ば
に
は
前
内
務
省
即
時
的
保
局
長
の
湯
浅
倉
平
が
有
力
と
な
っ
た
が
、
中
政
会
（
政
友
会
系
）
な
ど
が
、
湯

浅
が
窓
政
会
系
で
あ
る
こ
と
に
難
色
宏
一
市
し
、
ま
た
当
時
の
政
友
会
内
閣
の
内
務
省
、
が
難
色
支
部
す
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測

も
出
て
難
航
し
た
。
六
月
末
の
市
会
で
は
市
政
研
究
会
や
公
民
会
の

部
か
ら
市
長
候
補
選
考
過
程
を
公
開
せ
よ
と
の
要
求
も

あ
っ
た
、
が
、
中
政
会
・
石
戸
倶
楽
部
の
反
対
で
実
現
せ
ず
、
九
月
に
入
り
、
阪
谷
芳
郎
（
一
克
大
蔵
大
臣
、
一
元
東
京
市
長
、
交
族
院
議
員
）

の
紹
介
で
、
神
戸
税
関
長
、
大
蔵
省
専
売
局
長
を
燈
任
し
、
台
湾
銀
行
頭
取
を
退
い
た
桜
井
鉄
太
郎
に
ほ
ぼ
決
定
し
、
十
月
に

桜
井
が
市
長
と
な
っ
た
。

大
正
十
年

の
市
議
選

別
立
大
正
十
年
四
月
の
市
議
改
選
で
は
、
同
年
改
正
の
新
し
い
市
制
に
よ
り
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
か
、
挺
来
ど
お

り
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
か
が
問
題
と
な
り
、
立
憲
輿
民
会
な
ど
が
新
市
制
施
行
要
求
を
出
し
た
が
、
選
挙
人

諸党派の動向と各級選挙

名
簿
は
投
票
四

O
日
前
に
作
成
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
新
市
制
は
間
に
合
わ
ず
、
前
年
神
戸
市
に
編
入
さ

れ
た
須
磨
区
の

一
人
を
加
え
た
五
一
議
席
な
、
従
来
ど
お
り
の
一
一
一
級
選
挙
制
で
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
一
一
一
級
選
挙
制
で
は

資
産
家
に
有
利
で
あ
っ
た
の
で
、
市
政
研
究
会
を
構
成
す
る
海
運
派
が
有
利
に
選
挙
を
す
す
め
、
神
戸
区
の

級
選
挙
で
は
、

勝
間
銀
次
郎
・
上
海
亀
之
助
・
福
原
芳
次
・
佐
伯
俊
太
郎
の
海
運
派
が
議
席
を
独
占
し
た
。
ま
た
湊
西
区
で
は
お
戸
倶
楽
部
の

即
日
武
者
議
員
五
人
組
と
呼
ば
れ
た
岩
本
孝
太
郎
・
沢
田
亀
之
助
・
石
川
茂
兵
衛
・
、
沢
野
定
七
・
小
曽
根
貞
松
が
議
席
を
独
占
し
て

第六節

再
選
さ
れ
た
。

し
か
し
、
二
、
一
一
一
級
選
挙
で
は
、
前
述
し
た
政
界
本
新
勢
力
の
活
躍
が
み
ら
れ
、
国
民
党
系
の
立
窓
青
年
会
は
、

五
名
を
推
薦
し
四
名
を
当
選
さ
せ
た
。
窓
政
会
系
の
立
憲
間
関
民
会
は
、
九
名
を
推
し
て
五
名
を
当
選
さ
せ
た
。
ま
た
湊
西
一
弘
一
一
一
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（単位：人）

n
J

勾，

a

内

J

I

l

l

 
51 11 7 10 4 

級
か
ら
国
民
党
系
と
し
て
立
っ
た
前
回

ハ
は
っ
演
説
会
と
川
崎
造
船
所
の
莱
葉
服
で
勝

引
削立

3 

3 I 
5 

っ
た
」

（
『
又
新
』
大
正
十
年
四
月
三
十
日
）
と
い
わ
れ
た
よ
う
に
労
働
者
の
活
動
も
み
ら
れ
、

大正10年市議選の党派別・等級別当選者

5 

2 

Jv〈
新
』
は
こ
う
し
た
新
し
い
動
き
を
「
最
字
情
実
政
略
で
は
、
選
挙
の
大
勢
を
制
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
こ
と
を
証
明
し
得
て
充
分
」
（
向
）
と
評
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
で
は
愚
民
党
系
の
進
出
が
目
立
っ
た
（
表
川
）
。
由
民
党
系
市
議
は
五
月
、
そ
れ

ま
で
の
公
民
会
を
名
称
変
更
し
て
大
正
会
と
し
、
海
運
派
は
憲
政
会
系
の
丹
下
良

郎
や
仁ド

海運派

5 

5 

立
議
員
を
吸
収
し
て
一
四
人
の
最
大
会
派
（
市
政
研
究
会
）
と
な
り
、

大
正
会
・
憲
政
会
系
と

慾l&系

l 

3 

結
ん
で
過
半
数
な
制
し
、
議
長
に
市
政
研
究
会
の
リ
ー
ダ
ー
、
勝
田
銀
次
郎
を
当
選
さ
せ
た
。

資料 r叉新」大正10年4月2日ほか

こ
う
し
た
中
で
、
大
正
十
一
年
度
予
算
案
の
地
税
案
を
否
決
さ
れ
た
桜
井
市
長
の
辞
任
に

伴
う
市
長
候
補
選
考
が
翌
年
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
。
今
回
も
前
回
同
様
の
候
補
恭
準
に
よ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
候
補
者
が
あ
げ
ら
れ
選
考
は
難
航
し
た
。
十
一
月
に
入
り
、
勝
間
銀
次
郎

は
、
石
橋
為
之
助
を
候
補
に
挙
げ
た
。

し
か
し
、
市
議
の
中
に
は
石
橋
が
鈴
木
商
店
の
金
子

表 181

陸
士
口
と
関
係
が
あ
る
事
を
理
由
に
反
対
す
る
者
も
多
く
、
中
政
会
が
反
対
で
、
大
正
会
、
石

戸
倶
楽
部
、
興
民
会
、
中
立
倶
楽
部
で
も
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
。
結
局
、
勝
国
の
大
正
会
工

作
が
功
を
奏
し
て
、
大
正
会
が
石
橋
支
持
に
回
り
、
十
二
月
の
市
会
で
は
、
出
席
議
員
四
一
一
一

人
の
内
、
一
一
一
八
票
の
賛
成
で
石
矯
を
市
長
第

候
補
と
決
し
、
年
末
に
石
橋
は
市
長
に
就
任
し
た
。
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大
正
十
四
年

の
市
議
選

さ
て
、
次
の
市
議
改
選
は
、
前
回
見
送
り
と
な
っ
た
ニ
級
選
挙
制
に
よ
り
大
正
十
四
年
四
月
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
閥
、
国
民
党
は
大
正
十

年
十
一
月
に
卒
新
倶
楽
部
と
な
り
、
大
正
十
一
一
一
年

月
に
政
友
会
は
政
友
本

党
と
政
友
会
に
分
裂
し
、
兵
庫
県
の
政
友
会
は
大
部
分
が
政
友
本
党
に
属
し
て
い
た
。
こ
の
市
議
選
で
は
、
革
新
倶
楽
部
が
公

認
二
回
、
非
公
認
一
一
一
と
最
大
の
二
七
人
の
候
補
を
立
て
た
。
憲
政
会
の
一
派
で
あ
る
興
民
会
は

五
、
政
友
本
党
系
の
中
政
会

は
九
、
実
業
同
志
会
九
、
市
政
研
究
会
（
海
運
派
）
六
、
議
政
会
問
、
政
友
会
二
、
そ
れ
に
中
立
一
六
人
が
、
ム
ハ
ニ
の
議
席
を
争

人
を
当
選
さ
せ
、
両
派
を
合
せ
る
と
過
半
数
を
確
保
で
き
る
よ

っ
た
。
こ
の
結
果
、
革
新
倶
楽
部
は
二
一
人
、
問
問
民
会
は

う
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て

そ
こ
で
海
運
派
（
市
政
研
究
会
）
の
勝
聞
と

級
選
挙
制
に
な
っ
た
た
め
海
運
派
は
凋
落
し
た
。

中
立
の
太
田
保
太
郎
は
、
非
政
党
派
を
称
し
て
革
新
倶
楽
部
（
間
同
月
二
十
九
日
に
市
会
会
派
の
本
正
会
な
結
成
）
と
興
民
会
以
外
の
市

議
を
結
集
し
て
閉
月

日
、
市
政
大
同
会
を
結
成
し
た
。
こ
れ
に
対
し
本
正
会
と
輿
民
会
は
向
日
卒
輿
連
合
を
結
成
し
た
。

か
く
し
て
五
月
の
市
会
開
会
ま
で
に
、
市
政
大
同
会
一
一
一
二
人
、
本
間
関
連
合
一
一
一

O
人
と
い
う
布
部
に
な
っ
た
。
そ
し
て
五
月
の
市

務党派の動JnJと各級選挙

会
で
は
都
市
計
画
地
方
委
員
な
ど
を
大
開
会
が
独
占
し
た
。
こ
れ
に
対
し
本
興
連
合
は
五
月
十
五
日
、
捕
公
前
八
千
代
座
に
市

政
批
判
市
民
大
会
を
開
催
し
て
大
間
会
を
批
判
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
六
月
、
石
橋
為
之
助
市
長
が
辞
住
し
た
。
石
橋
辞
任
の
理
由
は
病
気
で
あ
っ
た
が
、
真
の

市
長
の
鐙
衡

そ
め
ぐ
っ
て

理
由
t土

大
正

の
関
東
大
震
災
の
際
の
義
損
金
の
う
ち
か
ら
市
吏
員
の
慰
労
金
約
一
一
万
凶

0
0
0伺

が
支
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
翌
年
秋
の
市
参
事
会
で
不
当
支
出
と
認
め
ら
れ
、
ま
た
、
大
正
十
一
一
一
年
に
須
磨
水
道
竣
工
慰
労
金

第六節

約
二
万
円
が
関
係
者
に
支
給
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
多
額
に
過
ぎ
る
と
し
て
市
会
で
非
難
さ
れ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
石
橋
は
市
会

議
長
に
対
し
十
阻
年
一
月
に
辞
意
を
告
げ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
六
月
の
市
会
で
市
長
鈴
衡
委
員
が
選
ば
れ
選
考
に
入
る
こ
と
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と
な
っ
た
が
、
市
会
席
上
、
紀
谷
弥
士
口
議
員
は
、
市
長
候
補
者
の
条
件
と
し
て
「
第
一
に
、
当
市
は
港
湾
を
生
命
と
す
る
都
市

で
あ
る
か
ら
港
湾
に
理
解
あ
る
人
、
第
ニ
は
経
済
的
手
腕
あ
る
も
の
、
第
三
は
内
務
大
蔵
両
当
局
に
諒
解
あ
る
大
臣
級
の
入
、

第
四
は
神
戸
市
在
住
の
人
か
或
は
当
市
出
身
者
、
第
五
は
政
党
政
派
に
関
係
な
き
人
」
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
六
月
十
三
日
）
を
希

望
し
た
。
七
月
一
日
に
は
超
会
派
の
市
会
議
員
有
志
意
見
交
換
会
が
関
か
れ
、
党
派
に
と
ら
わ
れ
ず
全
会
一
致
で
市
長
を
推
薦

で
き
る
よ
う
に
と
条
件
を
つ
け
た
。

市
長
銃
衡
委
員
会
で
は
十
人
近
い
候
補
が
あ
げ
ら
れ
、
山
梨
県
知
事
の
黒
瀬
弘
志
が
最
有
力
候
補
に
絞
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ

に
対
し
興
民
会
は
、
犬
養
毅
と
と
も
に
政
界
引
退
を
表
明
し
た
ば
か
り
の
革
新
倶
楽
部
代
議
士
で
あ
っ
た
古
島
一
雄
を
推
し
た
。

他
方
本
正
会
は
黒
瀬
支
持
決
定
を
め
ぐ
っ
て
分
裂
し
た
。
結
局
八
月
十
日
の
市
会
で
出
席
議
員
五
七
人
中
間
七
人
の
賛
成
で
黒

瀬
を
第
一
一
候
補
と
し
、
同
月
末
思
瀬
は
市
長
と
し
て
着
任
し
た
。
作
中
正
会
の
黒
瀬
支
持
派
は
八
月
二
十
二
日
市
政
維
新
会
を
結

成
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
恭
正
会
の
西
田
宮
一
一
一
郎
、
井
口
良

、
大
越
兵
蔵
、
藤
井
末
吉
の
四
市
議
は
本
正
会
残
留
を
声
明
し

た。
市
会
派
の

政
党
化

し
か
し
、
こ
れ
は
単
に
市
長
選
考
を
め
ぐ
る
対
立
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
年
の
五
月
、
革
新
倶
楽
部
は
政

友
会
と
合
同
し
た
が
、
こ
の
こ
と
が
各
地
の
支
部
に
混
乱
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
先
の
四

市
議
は
「
中
央
政
界
に
於
け
る
政
不
合
同
の
如
き
、
地
方
自
治
に
何
等
の
交
渉
を
有
せ
ず
。
従
っ
て
吾
人
は
政
友
会
に
入
党
し

た
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
な
り
し
（
『
又
新
』
大
正
十
四
年
八
刃
十
八
日
）
と
声
明
し
た
が
、
市
政
維
新
会
の
結
成
、
が
、
あ
き
ら
か
に
中

央
の
政
卒
合
同
に
対
応
す
る
政
友
会
系
市
議
聞
の
結
成
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
大
同
会
所
属
の
政
友
会
系
市
議
船
引
信
示
が
、
純

粋
政
友
会
派
に
入
る
と
称
し
て
市
政
維
新
会
に
移
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
、
窓
政
会
市
議
の
方
で
も
、
従
来
窓
政
会
兵
庫
支
部
が
野
間
文
一
郎
派
と
中
亥
歳
男
派
に
別
れ
て
い
た
た
め
、

大
開
会
と
興
民
会
に
分
散
所
属
し
て
い
た
の
を

本
化
し
よ
う
と
す
る
動
き
を
示
し
始
め
た
。
こ
れ
は
結
局
成
功
し
な
か
っ
た

が
、
中
央
政
界
で
の
政
党
再
編
が
、
市
会
に
斑
接
的
に
及
ん
で
き
た
。
翌
大
正
十
五
年
に
入
る
と
突
業
向
志
会
が
政
友
本
党
と

政
治
更
新
連
盟
を
結
ん
だ
こ
と
に
抗
議
し
た
岡
野
実
太
郎
・
立
谷
大
古
の
両
市
議
が
、
実
業
同
志
会
と
市
会
会
派
の
市
政
大
同

会
な
脱
会
し
て
憲
政
会
と
市
会
会
派
の
輿
民
会
に
入
っ
た
。
こ
う
し
た
市
会
の
政
党
化
に
対
し
て
は
『
叉
新
』
紙
が
「
こ
の
次

の
市
議
改
選
に
は
、
無
産
者
の
う
ち
か
ら
中
派
の
あ
る
奴
が
ウ
ン
と
出
な
い
と
、
ま
た
東
京
の
や
う
に
既
成
政
党
の
出
店
の
や

う
な
も
の
が
出
来
る
。
自
治
機
関
に
党
弊
の
波
及
す
る
の
が
一
番
惑
い
し
（
『
又
新
』
大
正
十
五
年
六
月
九
日
）
と
批
判
し
た
が
、
政

党
系
列
化
は
市
会
議
員
に
止
ま
ら
な
か
っ
た
。
す
で
に
大
正
十
二
年
の
営
業
税
調
査
委
員
選
挙
で
は
定
員
一
一
人
に
対
し
窓
政

会
系
一
一
一
人
、
革
新
倶
楽
部
系
六
人
、
政
友
会
系
一
人
が
立
候
補
し
て
お
り
、
所
得
税
調
委
員
や
商
業
会
議
所
議
員
、
民
会
議
員

に
ま
で
政
党
化
傾
向
が
及
ん
で
き
て
い
た
の
で
あ
る
。

諸党派の動向と各級選挙

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
旗
印
に
対
し
て
は
、
市
会
議
員
や
市
民
の
中
か
ら
自
治
刷
新
を
目
指
し
て
神
戸
自
治
協
会
（
昭
和
三
年

十
月
結
成
）
、
自
治
刷
新
連
盟
（
十
二
月
結
成
）
が
生
ま
れ
た
り
し
た
。

し
か
し
こ
れ
に
対
し
て
も
窓
政
会
の
後
’
身
で
あ
る
民
政
党

は
、
翌
四
年
の
市
議
改
選
を
前
に
自
治
則
刷
新
連
駿
加
入
市
議
止
を
民
政
党
に
引
き
戻
す
工
作
を
し
、
対
す
る
政
友
会
も
、
当
選
の

暁
に
は
中
立
市
議
、
も
多
数
政
友
会
に
入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
口
私
語
し
た
。

こ
う
し
た
中
央
政
党
の
系
列
化
運
動
が
進
む
中
で
昭
和
四
年
四
月
、
初
の
普
選
に
よ
る
市
議
選
が
行
わ
れ
た
。

初
の
拙
回
選

市
議
選

し
か
し
、
こ
の
市
議
選
は
、
そ
う
し
た
傾
向
の
ほ
か
に
、
無
産
政
党
と
い
う
新
し
い
勢
力
が
設
場
し
て
戦
わ
れ

第六節

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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」
の
市
議
選
は
、
初
の
普
選
に
よ
る
市
議
選
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
定
員
六
八
人
に
対
し
二
ハ

O
人
が
立
候
栴
し
た
。
そ
の
党
派
別

内
訳
は
、
民
政
党
六
五
、

無
産
政
党
二

（
日
本
大

政
友
会
一
一
一

O
、

衆
党
六
、

社
会
民
衆
党
問
、

問
労
働
淡
民
党
一
）
、

本
新
党
六
、
愛
国
自

自
党
問
、
中
立
山
間
で
あ
っ
た
。
品
品
目
選
に
よ
っ
て
有
権
者
は
そ
れ
ま

で
の
約
三
万
六

0
0
0人
か
ら
一
四
万
三
九
一
四
人
へ
と
四
倍
に
増

そ
し
て
当
選
者
は
、
民
政
党

政
友
会

5
2－

E
 

’剣山選出

-;,r., 
:11. 

（
日
本
大
衆
党
問
、
社
会
民
衆
党

え
た
が
投
票
総
数
は
九
万
九
七
四

O
票
で
三
一
一
%
が
楽
権
し

一
一
一
で
あ
っ
た
。
こ
の
選
挙
で
は
無
波
紋
党
は
予
想
以
上
に
善
戦

） 、

革
新
党
問
、
中
立

し
た
と
評
さ
れ
、
忠
瀬
市
長
も
「
殊
に
無
政
党
の
主
張
な
ど
は
充
分
に
実
際
市
会
で
拝
聴
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
れ
ば
大
い
に
研
究
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
ゐ
る
し
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

選
挙
が
終
る
と
各
会
派
の
動
き
が
活
発
と
な
っ
た
。

ま
ず
四
月
二
十
九
日
、
勝
間
銀
次
郎
ら
が
中
心
と
な
っ
て
中
立
市
議
九

の
市
議
も
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

人
（
の
ち
に
二
一
一
人
）
を
結
集
し
て
公
友
会
な
結
成
し
た
。
翌
日
民
政
党
系
市
議
は
民
放
中
和
会
を
結
成
し
、
こ
れ
に
は
革
新
党

た
だ
し
本
新
党
の
井
口
良
一
の
み
は
、
財
問
打
破
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
た
革
新
党
が
民
政
党

五
月
、
革
新
党
神
戸
支
部
か
ら
除
名
さ
れ
、
九
月
に
社
会
民
衆
党
に
入
っ
た
。
民
政
中
和
会
が

に
合
流
す
る
こ
と
に
反
対
し
、

こ
う
し
て
一
一
一
六
人
と
な
り
過
半
数
を
確
保
し
た
の
に
対
し
、
政
友
会
系
市
議
は
五
月
一
一
一
日
市
政
維
新
会
を
改
め
昭
和
会
念
結
成

し
た
。
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新
し
い
市
会

五
月
九
日
、
市
会
が
開
会
さ
れ
る
と
、
早
く
も
民
政
中
和
会
は
、
都
市
計
画
地
方
委
員
な
ど
役
員
の
独
占
を

策
し
た
。
こ
う
し
た
動
き
に
対
し
て
『
又
新
』
紙
は
「
民
放
中
和
会
が
絶
対
多
数
を
擁
し
て
市
会
に
臨
み
、

事
ご
と
に
多
数
党
の
体
力
を
以
て
牛
耳
ら
ん
と
す
る
横
暴
に
対
し
、
昭
和
会
も
亦
、
自
治
市
会
の
何
た
る
か
を
忘
れ
て
自
ら
中

央
政
界
女
ま
ね
る
が
如
き
行
動
に
出
で
（
略
）
こ
の
間
に
在
っ
て
公
友
会
も
宛
然
中
立
党
と
し
て
の
第
一
一
一
党
を
組
織
し
、
政
党
者

流
の
如
き
術
策
を
奔
し
て
議
場
に
混
乱
を
来
ざ
し
め
る
な
ど
：
：
：
普
濯
に
よ
る
最
初
の
神
戸
市
会
は
全
く
政
党
化
さ
れ
て
来

た
」
（
『
又
新
』
昭
和
四
年
五
月
十
日
）
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
「
主
義
に
忠
実
で
あ
り
、
行
動
に
純
真
味
を
失
は
ぬ
も
の
は
恐
ら
く

無
産
党
の
み
と
い
ひ
得
ょ
う
。
（
略
）
こ
の
意
味
に
お
い
て
市
会
に
無
産
派
の
進
出
は
、
市
政
の
浄
化
液
で
あ
り
新
鮮
味
の
注
入

探
で
も
あ
る
L
q
x新
』
昭
和
四
年
五
月
十
日
）
と
評
し
た
。

た
し
か
に
八
月
に
行
わ
れ
た
市
長
の
任
期
満
了
に
と
も
な
う
市
長
侯

補
者
の
推
薦
で
は
、
民
政
中
和
会
、
昭
和
会
、
公
友
会
が
黒
瀬
再
任
支
持
で
ま
と
ま
っ
た
の
に
対
し
、
無
産
市
議
問
が
無
産
運

動
の
先
駆
者
杉
山
元
治
郎
を
市
長
候
補
者
に
推
し
た
こ
と
は

に
忠
実
で
あ
り
、
行
動
に
純
真
味
を
ふ
〈
は
ぬ
も
の
」
と
い

諸党派の動向と各級選挙

え
た
。

一
大
既
成
政
党
の
対
立
は
激
化
し
、

し
か
し
無
産
政
党
は
少
数
で
し
か
な
か
っ
た
。
品
品
目
選
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
中
央
の

市
会
に
も
そ
の
余
波
は
強
く
及
ん
で
き
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
「
普
選
に
よ
っ
て
生
れ
た
新
し
い
神
戸
市
会
に
中
央
政
党
の
勢
力
が
浸
潤
し
、
や
L
も
す
れ
ば
政
党

政
派
の
主
義
綱
領
を
そ
の
儲
市
政
の
上
に
実
現
せ
し
め
ん
と
し
、
或
ひ
は
政
党
問
の
感
情
を
露
骨
に
市
政
論
壇
上
に
表
示
せ
ん

と
す
る
傾
向
が
少
く
な
く
、
心
あ
る
一
般
市
民
か
ら
非
常
に
憂
慮
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
多
年
、
神
戸
市
政
の
た
め
に
貢
献
し
て

第六節

来
た
市
会
議
員
の
先
輩
は
之
の
状
態
を
黙
視
す
る
に
し
の
び
や
す
（
略
）
自
治
行
政
の
政
党
化
を
訪
止
す
る
目
的
の
下
に
、
新
た
に

強
刑
判
な
権
威
あ
る
続
外
部
を
組
織
す
べ
く
計
問
中
」
（
『
叉
新
』
昭
和
四
年
七
月
二
日
）
で
あ
っ
た
が
、
七
月
一
目
、
元
市
会
議
員
四
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十
数
人
は
、
市
政
の
研
究
・
調
査
・
監
視
を
行
う
た
め
の
市
政
研
究
公
正
会
（
会
長
H
太
凶
保
太
郎
前
市
会
議
長
）
を
結
成
し
、
九

月
の
定
期
総
会
で
は
、
市
会
の
政
党
化
が
著
し
く
、
自
治
精
神
が
没
却
さ
れ
て
い
る
と
曾
告
を
発
し
た
り
し
た
。

こ
う
し
て
、
市
民
多
年
の
念
願
で
あ
っ
た
替
選
を
実
現
し
た
神
戸
市
会
は
、
平
く
も
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
出
発
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

6-h 
~守

次
大
戦
後
の
神
戸
市
の
政
界
は
、
米
騒
動
お
よ
び
川
崎
・
一
一
一
菱
の
大
争
議
を
転
換
点
と
し
て
、
政
友
派
対
非
政
友
派
の

争
い
が
、
そ
れ
ま
で
の
H

同
質
の
争
い
μ

（
と
も
に
地
ガ
利
裁
を
手
段
に
地
域
有
力
者
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
争
い
）
か
ら
、
地
域
有
力

者
中
心
の
政
治
と
普
通
選
挙
・
社
会
政
策
推
進
の
政
治
と
い
っ
た
、

い
わ
ば
保
守
と
革
新
の
対
立
に
変
化
し
た
。
そ
う
し
た
状

況
の
中
で
さ
ま
ざ
ま
な
政
界
革
新
勢
力
が
設
場
し
、
遂
に
は
全
く
新
し
い
無
産
政
治
勢
力
も
出
現
し
た
。

し
か
し
無
産
政
治
勢

カ
は
成
立
す
る
や
円
十
く
も
左
布
の
対
立
に
よ
っ
て
分
裂
し
、
既
成
政
治
勢
力
に
対
抗
し
う
る
力
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の

た
め
、
政
界
平
新
勢
力
と
そ
の
方
策
を
吸
収
し
た
既
成
政
党
の
再
編
が
現
実
の
政
治
を
規
定
し
、
一
一
大
既
成
政
党
で
あ
る
政
友

会
と
怒
政
会
日
民
政
党
の
政
界
制
覇
が
進
み
、
普
選
に
よ
る
国
政
・
県
会
・
市
会
選
挙
に
よ
っ
て
、

か
え
っ
て
政
友
会
と
民
政

党
の
一
一
大
政
党
対
立
に
よ
る
既
成
政
党
の
政
治
体
制
が
確
立
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
大
政
党
対
立
は
、
以
前
に
も
増
し
て

地
域
に
H

下
降
μ

し
て
き
た
。
そ
し
て
や
が
て
来
る
昭
和
恐
慌
は
、
昭
和
五
年
以
降
、
そ
こ
に
は
ら
ま
れ
た
政
治
の
矛
居
対
立

を
拡
大
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
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